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一九八〇年代における高等学校閉校から見る小規模学校の意味

一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
高
等
学
校
閉
校
か
ら
見
る�

　

小
規
模
学
校
の
意
味

―
―
島
根
県
立
安
来
高
等
学
校
広
瀬
分
校
を
事
例
と
し
て
―
―

岩　

田　

一　

正

は
じ
め
に
―
―
問
題
の
所
在
―
―

　

学
校
の
統
廃
合
問
題
は
、
地
方
議
会
議
員
、
行
政
関
係
者
、
産
業
関
係
者
、
住
民
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
、

教
職
員
な
ど
、
学
校
、
そ
し
て
そ
れ
が
位
置
す
る
地
域
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、
学
校
教
育
が
児
童
生
徒
や
人
々
、
ま
た
（
地
域
）
社
会
に
と
っ
て
有
し
て
い
る
意
味
を
論
じ
る
契

機
と
な
る
事
象
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
学
校
の
統
廃
合
を
論
じ
る
言
説
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
に
よ
っ

て
生
き
ら
れ
た
学
校
教
育
史
を
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
現
代
教
育
史
研
究
の
主
流
を
占
め
て
い
る
教
育

制
度
史
研
究
や
教
育
政
策
史
研
究
、
教
育
思
想
史
研
究
、
教
育
運
動
史
研
究
に
還
元
し
切
る
こ
と
の
で
き
な
い

日
本
現
代
教
育
史
を
叙
述
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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こ
の
よ
う
な
関
心
に
基
づ
き
、
本
論
文
で
は
過
疎
地
に
お
い
て
高
等
学
校
の
統
廃
合
が
活
発
に
な
っ
た

一
九
八
〇
年
代
を
対
象
時
期
と
し
て
設
定
し
、
高
等
学
校
の
閉
校
を
事
例
と
し
て
、
閉
校
に
関
連
す
る
議
論
に

お
い
て
、
学
校
教
育
の
意
味
が
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
学
校
史
、
新

聞
、
議
会
議
事
録
、
教
育
委
員
会
機
関
誌
な
ど
を
史
料
と
し
て
分
析
し
、
人
々
に
よ
っ
て
生
き
ら
れ
た
学
校
教

育
の
意
味
（
の
複
数
性
）
を
描
出
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
最
初
に
戦
後
の
日
本
社
会
に
お
け
る
学
校
統
廃
合
史
を
概
観
し
、
次
に
本
論
文
が
有
す

る
日
本
現
代
教
育
史
研
究
に
お
け
る
意
義
を
論
じ
た
い
。

　

敗
戦
後
の
日
本
社
会
の
学
校
統
廃
合
史
を
概
観
す
る
と
、
一
九
五
三
年
制
定
の
町
村
合
併
促
進
法
と

一
九
五
六
年
制
定
の
新
市
町
村
建
設
促
進
法
を
契
機
と
す
る
第
一
期
と
、
一
九
七
〇
年
制
定
の
過
疎
地
域
対
策

緊
急
措
置
法
を
契
機
と
す
る
第
二
期
に
、
過
疎
地
に
お
い
て
学
校
統
廃
合
が
活
発
化
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
の
第
三
期
に
は
、
長
期
的
・
構
造
的
な
少
子
化
を
背
景
に
全
国
各
地
で
学
校
統
廃
合
が
行
わ
れ
た（

1
）。

　

そ
の
後
の
展
開
で
は
、
二
〇
一
〇
年
代
半
ば
以
降
を
第
四
期
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
内
閣
府
「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
４
」（
二
〇
一
四
年
）
と
文
部
科
学
省
「
公
立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る
手
引
」（
二
〇
一
五
年
）
を
契
機
と
し
て
、
過
疎
地
を
中
心
に
小
中
学
校
の
統
廃

合
が
加
速
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
高
等
学
校
に
関
し
て
も
、
二
〇
一
八
年
度
開
始
の
文
部
科
学
省
「
高
等
学

校
に
お
け
る
次
世
代
の
学
習
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
指
導
の
充
実
事
業
」
が
、
過
疎
地
の
統
廃
合
に
見
ら
れ
る
好
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事
例
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
〇
年
度
か
ら
二
〇
二
五
年
度
ま
で
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
総
数
と
分
校
数
、
義
務
教
育

学
校
と
中
学
校
の
数
を
示
す
と
、
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

　

現
在
も
進
行
し
て
い
る
第
四
期
の
統
廃
合
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
次
第
に
教
育
論
か
ら
外
れ
、
教
育

学
的
根
拠
が
無
視
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る（

2
）。

こ
の
指
摘
に
つ
い
て
言
え
ば
、
統
廃
合
を
推
進
し
よ
う
と
す

る
側
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
阻
止
し
よ
う
と
す
る
側
に
と
っ
て
不
都
合
な
も
の
で
あ
る
ゆ
え
に
、
教
育
学
的
根

拠
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
論
の
参
加
者
が
納
得
し
受

容
で
き
る
根
拠
を
教
育
学
研
究
が
提
供
で
き
て
い
な
い
ゆ
え
に
、
指
摘
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
も

表
1
　
学
校
数
の
推
移
（
1950～

2025年
度
）

1950
1955

1960
1965

1970
1975

1980
1985

1990
1995

2000
2005

2010
2015

2020
2025

小
学
校

25,878
26,880

26,858
25,977

24,790
24,650

24,945
25,040

24,827
24,548

24,106
23,123

22,000
20,601

19,525
18,607

（
公
立
分
校
）

4,796
4,653

4,156
3,301

2,346
1,695

1,244
982

806
655

533
385

270
189

148
127

中
学
校

14,165
13,767

12,986
12,079

11,040
10,751

10,780
11,131

11,275
11,274

11,209
11,035

10,815
10,484

10,142
9,827

（
公
立
分
校
）

1,798
1,060

774
496

322
218

130
103

93
80

69
75

80
82

79
84

高
等
学
校

4,292
4,607

4,598
4,849

4,798
4,946

5,208
5,453

5,506
5,501

5,478
5,418

5,116
4,939

4,874
4,761

（
公
立
分
校
）

1,387
1,311

1,040
759

558
375

257
194

157
141

127
110

96
86

89
71

義
務
教
育
学
校

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

126
261

中
等
教
育
学
校

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

4
19

48
52

56
58

文
部
省
（
2001年

度
以
降
は
文
部
科
学
省
）『
学
校
基
本
調
査
』
各
年
度
版
に
基
づ
く
（
2025年

度
の
数
値
は
速
報
値
）。
高
等
学
校
は
全
日

制
・
定
時
制
の
数
値
で
あ
り
、
通
信
制
を
含
ま
な
い
。
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想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
論
文
は
、
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
考
慮
し
、
第
四
期
の
学
校
統
廃
合

に
関
連
す
る
議
論
に
改
め
て
教
育
学
的
根
拠
を
導
入
す
る
た
め
の
、
あ
る
い
は
そ
の
議
論
に
お
い
て
教
育
学
的

根
拠
が
無
視
さ
れ
る
論
理
や
経
緯
を
省
察
す
る
た
め
の
、
教
育
史
の
知
見
に
基
づ
く
足
場
を
提
供
す
る
こ
と
を

意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
き
、
本
論
文
で
は
、
第
四
期
と
同
様
に
、
小
学
校
中
学
校
だ
け
で
な
く
高
等
学
校

で
も
、
統
廃
合
が
過
疎
地
を
中
心
に
展
開
す
る
第
二
期
（
小
学
校
中
学
校
の
統
廃
合
は
一
九
七
〇
年
代
に
、
高

等
学
校
の
統
廃
合
は
一
九
八
〇
年
代
に
活
発
化
）
に
実
施
さ
れ
た
高
等
学
校
の
閉
校
に
際
し
て
、
主
と
し
て
旧

教
職
員
や
卒
業
生
が
、
学
校
（
教
育
）
が
生
徒
や
教
師
、
ま
た
地
域
の
人
々
や
社
会
に
と
っ
て
有
す
る
意
味
を

ど
の
よ
う
に
論
じ
た
の
か
と
い
う
点
を
検
討
す
る
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
人
々
に
よ
っ
て
生
き
ら
れ
た
学
校
教
育
史
を
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
学
校
統

廃
合
を
始
め
と
す
る
教
育
政
策
や
教
育
制
度
に
か
か
わ
る
議
論
に
対
し
て
、
説
得
力
の
あ
る
教
育
学
的
根
拠
を

提
供
す
る
端
緒
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
文
の
探
究
は
、
政
策

科
学
と
し
て
の
教
育
学
研
究
の
立
論
に
対
し
て
、
教
育
史
の
観
点
か
ら
貢
献
す
る
可
能
性
を
模
索
す
る
こ
と
で

も
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
下
で
は
、
第
一
節
に
お
い
て
本
論
文
で
そ
の
閉
校
に
関
す
る
議
論
を
分
析
す
る
島
根
県
立
安
来
高
等
学
校

広
瀬
分
校
が
ど
の
よ
う
に
開
校
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
閉
校
さ
れ
た
の
か
を
概
観
し
、
第
二
節
で
旧
教
職
員
と
卒
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業
生
が
広
瀬
分
校
で
の
教
育
、
学
習
、
経
験
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
続
く
第
三
節
で

は
、
そ
の
語
り
に
見
ら
れ
る
小
規
模
学
校
像
と
現
在
の
学
校
統
廃
合
を
先
導
す
る
行
政
文
書
で
提
示
さ
れ
る
そ

の
像
と
の
あ
い
だ
に
、
ど
の
よ
う
な
乖
離
が
存
在
す
る
の
か
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
旧
教
職
員
や
卒
業
生
が

肯
定
的
に
語
る
小
規
模
学
校
の
教
育
や
活
動
を
教
育
学
的
に
理
論
化
し
て
い
く
視
角
の
一
つ
と
し
て
、
ケ
ネ

ス
・
ス
ト
ラ
イ
ク
の
「
ス
モ
ー
ル
・
ス
ク
ー
ル
」
に
関
す
る
議
論
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
を
提
示
し
、
最
後
に
本

論
文
の
成
果
と
今
後
の
課
題
を
記
す
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
節
　
広
瀬
分
校
の
開
校
か
ら
閉
校
ま
で

　

本
節
で
は
、
主
と
し
て
島
根
県
立
安
来
高
等
学
校
広
瀬
分
校
閉
校
記
念
事
業
委
員
会
編
『
富
田
川　

島
根
県

立
安
来
高
等
学
校
広
瀬
分
校
閉
校
記
念
誌
』（
一
九
八
四
年
、
以
下
で
は
『
富
田
川
』
と
略
す
）
を
参
照
し
な

が
ら
、
一
九
四
八
年
九
月
に
高
等
学
校
定
時
制
課
程
（
昼
間
定
時
制
課
程
家
庭
科
）
の
女
子
校
と
し
て
開
校

し
、
一
九
六
五
年
四
月
に
は
全
日
制
課
程
へ
と
移
行
し
（
定
時
制
課
程
の
最
後
の
生
徒
が
卒
業
す
る
の
は

一
九
六
七
年
三
月
）、
一
九
八
四
年
三
月
に
閉
校
し
た
広
瀬
分
校
の
歴
史
を
概
観
す
る
。

一
　
高
等
学
校
定
時
制
課
程
、
高
等
学
校
分
校
と
は

　

広
瀬
分
校
は
、
能
義
郡
（
現
在
は
安
来
市
）
に
あ
っ
た
広
瀬
町
尋
常
高
等
小
学
校
内
に
一
九
一
七
年
に
設
置
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さ
れ
た
広
瀬
町
立
実
業
補
習
学
校
に
端
を
発
す
る
系
譜
に
連
な
る
学
校
で
あ
る（

3
）。
敗
戦
後
は
、
一
九
四
六
年
に

開
校
し
た
広
瀬
町
立
青
年
実
科
女
学
校
を
前
身
と
し
て
、
新
制
高
等
学
校
制
度
が
実
施
さ
れ
る
一
九
四
八
年
に

島
根
県
立
安
来
農
林
高
等
学
校
広
瀬
分
校
が
開
校
さ
れ
た（

4
）。

一
九
四
九
年
に
は
島
根
県
立
安
来
高
等
学
校
と
安

来
農
林
高
等
学
校
が
合
併
し
た
た
め
、
島
根
県
立
安
来
高
等
学
校
広
瀬
分
校
と
改
称
さ
れ
た
。

　

安
来
農
林
高
等
学
校
、
そ
し
て
安
来
高
等
学
校
の
分
校
と
し
て
高
等
学
校
教
育
に
取
り
組
み
始
め
た
広
瀬
分

校
は
、
昼
間
定
時
制
課
程
（
家
庭
科
）
の
高
等
学
校
で
あ
っ
た
。

　

定
時
制
課
程
に
つ
い
て
、
一
九
四
七
年
三
月
三
一
日
公
布
、
四
月
一
日
施
行
の
学
校
教
育
法
で
は
、「
高
等

学
校
に
は
、
通
常
の
課
程
の
外
、
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
課
程
又
は
特
別
の
時
期
及
び
時
間
に
お
い
て
授

業
を
行
う
課
程
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
」（
第
四
四
条
）、「
高
等
学
校
の
修
業
年
限
は
、
三
年
と
す
る
。
但
し
、

特
別
の
技
能
教
育
を
施
す
場
合
及
び
第
四
十
四
条
第
一
項
の
課
程
を
置
く
場
合
は
、
そ
の
修
業
年
限
は
、
三
年

を
超
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
第
四
六
条
）
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
な
お
、
定
時
制

と
い
う
名
称
は
、
同
年
五
月
二
三
日
公
布
、
六
月
一
二
日
施
行
の
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
六
一
条
に
出
て
く
る

（「
特
別
の
時
期
及
び
時
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
課
程
（
定
時
制
の
課
程
と
称
す
る
。）
よ
り
通
常
の
課
程
へ

の
転
籍
又
は
転
学
に
つ
い
て
は
、
試
験
を
行
い
、
学
力
に
応
じ
て
、
相
当
学
年
に
転
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
」）。

　

学
校
教
育
法
と
学
校
教
育
施
行
規
則
で
は
高
等
学
校
定
時
制
課
程
に
関
す
る
言
及
は
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た

が
、
他
の
文
書
に
定
時
制
課
程
が
設
置
さ
れ
た
意
味
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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文
部
省
学
校
教
育
局
「
新
学
校
制
度
実
施
準
備
の
案
内
」（
一
九
四
七
年
二
月
一
七
日
）
は
、
定
時
制
課
程

の
設
置
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

国
家
社
会
に
お
い
て
勤
労
青
年
の
持
つ
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
こ
の
勤
労
青
年
男
女
は
、
道
義
の
確

立
と
文
化
国
家
の
建
設
に
対
し
て
活
動
す
る
た
め
の
向
学
心
に
燃
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
応
え

て
、
勤
労
青
年
た
ち
の
た
め
に
修
学
の
途
を
開
い
て
、
各
自
の
能
力
に
応
じ
て
教
育
を
受
け
る
権
利
を
行

使
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
事
が
ら
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
高
等

学
校
に
置
く
べ
き
定
時
制
課
程
も
、
勤
労
青
年
教
育
の
た
め
に
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る（

5
）。

　

ま
た
、
こ
の
文
書
を
受
け
た
同
「
新
制
高
等
学
校
実
施
の
手
引
」（
一
九
四
七
年
一
二
月
二
七
日
）
は
、
定

時
制
課
程
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
記
し
て
い
る
。「
新
制
高
等
学
校
の
定
時
制
の
課
程
は
、
わ
が
国
に
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
全
く
新
し
い
観
点
に
立
つ
教
育
制
度
と
し
て
、
新
学
校
教
育
制
度
の
中
で
も
、
特
に
重
要
な
意
義

を
も
つ
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、「
根
本
精
神
は
、
一
に
教
育
の
機
会
均
等
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、「
新
制
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
全
日
制
の
新
制
高
等
学
校
に
進
め

な
い
青
年
男
女
に
、
新
制
高
等
学
校
の
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

勤
労
青
年
男
女
は
も
ち
ろ
ん
、
職
を
も
た
ず
に
家
庭
に
お
い
て
新
制
高
等
学
校
程
度
の
学
問
や
技
能
を
身
に
つ
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け
た
い
と
考
え
て
い
る
者
は
、
誰
で
も
定
時
制
の
課
程
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
、「
少
数
の
選
ば
れ
た

者
の
た
め
で
な
く
、
ひ
ろ
く
そ
の
地
方
の
青
年
男
女
一
般
の
要
求
に
適
合
す
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
、
運
営
さ
れ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
こ
と
、「
青
年
に
対
し
て
魅
力
を
も
ち
、
進
ん
で
就
学
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
が
、
全
日
制
課
程
の
教
育
と
卒
業
資
格
が
同
じ
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
（
こ
の
こ
と
は
学
校
教
育
法

に
お
い
て
既
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。）
内
容
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
劣
ら
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ

と
、「
働
く
青
年
な
ど
の
中
に
は
、
卒
業
資
格
が
ほ
し
い
と
思
わ
な
い
が
、
新
制
高
等
学
校
の
教
科
課
程
の
中

の
一
部
の
教
科
を
学
ん
で
教
養
の
向
上
を
図
り
、
あ
る
い
は
技
能
を
錬
磨
し
た
い
と
考
え
る
者
も
多
い
と
思
う
」

の
で
「
全
部
の
生
徒
が
卒
業
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
」
な
ど
と
、
定
時
制
の
意
義
や
特
徴
を
記
し
て
い
る（

6
）。

　

こ
れ
ら
の
二
つ
の
文
書
は
、
高
等
教
育
定
時
制
課
程
は
新
し
い
教
育
制
度
で
あ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
の
理

念
に
基
づ
き
、
全
日
制
課
程
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
も
後
期
中
等
教
育
を
享
受
す
る
機
会
を
提
供
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
教
育
は
全
日
制
課
程
に
劣
っ
た
も
の
で
は
な
く
同
格
で
あ
る
こ
と
（
全
定
同

格
）
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
広
瀬
分
校
は
文
字
通
り
分
校
で
あ
る
。
分
校
は
ど
の
よ
う
な
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
。
一
九
四
七
年
に
公
布
さ
れ
た
時
点
で
は
学
校
教
育

法
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
分
校
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が（

7
）、「
新
制
高
等
学
校
実
施
の
手

引
」
に
、
定
時
制
課
程
の
分
校
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
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定
時
制
の
課
程
の
生
徒
に
は
、
そ
の
境
遇
か
ら
考
え
て
、
あ
ま
り
遠
い
学
校
へ
は
毎
日
通
う
こ
と
の
で

き
な
い
者
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
生
徒
に
対
し
て
は
、
定
時
制
の
課
程
を
お
く
新
制
高
等
学
校
が
、
近
隣
の

町
村
に
そ
の
分
校
を
設
け
て
、
進
学
の
便
宜
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。（
中
略
）／
分
校
で
は
地
元
の
要
求

に
適
合
す
る
よ
う
な
新
制
高
等
学
校
の
教
科
課
程
の
一
部
を
施
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
全
部
を
施
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
は
分
校
に
す
る
必
要
が
な
く
、
独
立
の
定
時
制
新
制
高
等
学
校
に
す
れ
ば
よ
い
の
で

あ
る（

8
）。

　

定
時
制
課
程
の
分
校
は
、
交
通
の
不
便
な
山
間
地
な
ど
の
子
ど
も
に
も
高
等
学
校
教
育
を
受
け
る
機
会
を
提

供
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、
地
元
の
要
求
に
応
え
る
教
科
課
程（

9
）に
も
取
り
組
む
学
校
で
あ
っ
た
。

二
　
開
校

　

前
記
し
た
よ
う
に
、
広
瀬
分
校
は
広
瀬
町
立
青
年
実
科
女
学
校
を
母
体
と
す
る
学
校
で
あ
り
、
被
服
を
主
と

す
る
定
時
制
課
程
家
庭
科
（
入
学
定
員
五
〇
名
）
と
し
て
一
九
四
八
年
八
月
一
一
日
に
認
可
さ
れ
、
九
月
二
五

日
に
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
新
入
生
は
実
科
女
学
校
一
年
生
一
〇
名
と
安
来
高
等
学
校
か
ら
転
校
し
て
き
た

一
名
の
合
計
一
一
名
で
あ
っ
た（
10
）。

　

そ
れ
で
は
、
定
時
制
課
程
の
分
校
と
し
て
開
校
し
た
広
瀬
分
校
は
、
ど
の
よ
う
な
地
元
の
期
待
に
応
え
て
設
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立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
広
瀬
町
長
永
井
清
志
が
、

「
本
町
に
お
い
て
も
、
種
々
の
都
合
で
全
日
制
の
高
等
学
校
に
通
学
出
来
な
い
勤

労
青
年
に
対
し
進
学
の
機
会
を
与
え
、
毎
月
通
学
し
な
く
て
も
、
所
定
時
に
登

校
し
規
定
の
課
目
単
位
を
修
得
す
れ
ば
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
（
中
略
）
開
校
し
た
の
で
あ
り
ま
す（
11
）」

と
語
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
表
2

を
見
れ
ば
認
識
で
き
る
よ
う
に
、
広
瀬
分
校
開
校
当
初
の
時
期
に
つ
い
て
述
べ

る
と
、
高
等
学
校
進
学
者
、
特
に
女
性
の
そ
れ
は
多
く
は
な
く
、
分
校
で
あ
っ

た
と
し
て
も
高
等
学
校
に
通
え
る
者
は
学
ぶ
機
会
な
ど
に
恵
ま
れ
た
少
数
者
で

あ
っ
た（
12
）。

　

そ
の
よ
う
な
少
数
者
に
対
す
る
広
瀬
分
校
の
教
育
目
標
に
つ
い
て
言
え
ば
、

「
①
学
問
を
愛
好
し
、
真
理
の
探
究
に
情
熱
を
注
が
せ
、
科
学
的
態
度
を
も
っ
て

高
い
知
性
と
豊
か
な
教
養
を
培
わ
せ
る
。
②
徳
性
を
養
い
、
礼
儀
作
法
や
言
葉

づ
か
い
な
ど
の
特
性
を
身
に
つ
け
る
。
③「
働
き
つ
つ
学
ぶ
」「
学
び
つ
ゝ
働
く
」

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
溢
れ
る
向
学
心
を
育
成
す
る
。
④
実
践
的
な
学
習
を
通
し

て
、
学
力
の
向
上
を
期
す（
13
）。」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
②
～
④
が
都
市
部
で
は
な

い
地
域
に
あ
る
定
時
制
課
程
（
家
庭
科
）
の
分
校
に
、
あ
る
い
は
当
時
の
女
子
校

表 2　高等学校進学率の推移（1950～1985年度、通信制課程を除く）
1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985

男性 48.0 55.5 59.6 71.7 81.6 91.0 93.1 92.8

女性 36.7 47.4 55.9 69.6 82.7 93.0 95.4 94.9

合計 42.5 51.5 57.7 70.7 82.1 91.9 94.2 93.8

文部省『学校基本調査』各年度版に基づく。
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に
相
応
し
い
目
標
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
広
瀬
分
校
文
芸
部
誌
『
あ
け
ぼ
の
』
第
四
号
（
一
九
五
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
教
育
関
係
者

か
ら
の
広
瀬
分
校
に
対
す
る
期
待
に
は
、「
広
瀬
町
の
学
問
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
貴
校
の
特
色
を
十
分
生
か
し

つ
つ
、
地
域
社
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
中
津
真
琴
広
瀬
中
学
校
教
諭
）」、「
合
理
的
、
美
的
な
被

服
、
調
理
の
腕
前
を
磨
き
、
旧
態
依
然
と
し
て
く
り
か
え
す
こ
と
の
み
の
生
活
を
改
革
で
き
る
人
、
日
常
生
活

を
限
り
な
く
新
鮮
に
や
っ
て
の
け
る
人
、
こ
ん
な
人
材
を
期
待
し
ま
す
。（
祖
田
美
津
子
広
瀬
中
学
校
教
諭
）」、

と
高
校
全
般
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
と
も
に
、
地
域
に
根
差
し
た
定
時
制
課
程
（
家
庭
科
）
に
要
望
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た（
14
）。

　

こ
れ
ら
の
声
も
踏
ま
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、「
昭
和
三
〇
年
当
初
よ
り
四
〇
年
当
初
に
か
け
て
の
学
校
要

覧
」
に
は
、
広
瀬
分
校
の
使
命
と
教
育
目
標
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た（
15
）。
す
な
わ
ち
、
使
命
と
し
て
「
教

育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
機
会
均
等
の
学
校
で
あ
り
、
地
元
民
の
学
校
で
あ
り
、
又
青
年
後
期
の
教
育

を
司
る
学
校
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
次
の
諸
項
に
使
命
を
負
う
も
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
項

の
一
つ
と
し
て
「
地
域
社
会
の
要
望
に
よ
っ
て
設
置
せ
ら
れ
た
学
校
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
要
望
に
即
し
て
教
育

す
る
と
共
に
、
一
般
大
衆
の
指
導
啓
発
も
必
要
で
あ
る
の
で
公
民
館
、
婦
人
会
、
青
年
学
級
、
青
年
団
等
の
講

座
に
出
席
し
、
又
開
放
講
座
等
に
努
力
し
て
い
る
」
と
い
う
使
命
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
教
育
目
標
と
し
て
、「
時
代
的
に
は
平
和
主
義
、
民
主
々
義
、
文
化
主
義
の
実
現
を
期
す
。」、「
地
域
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的
に
は
封
建
制
の
打
破
、
家
庭
の
民
主
化
、
町
民
の
知
的
水
準
の
向
上
を
期
す
。」、「
生
徒
に
は
ａ
．
自
主
的

学
習
の
価
値
を
体
認
さ
せ
学
力
の
向
上
を
期
す
。／
ｂ
．
理
解
と
実
践
の
一
致
を
期
す
。／
ｃ
．
教
養
を
高
め
広

い
視
野
に
立
っ
て
批
判
力
の
あ
る
人
間
の
育
成
を
期
す
。／
ｄ
．
徳
性
を
高
め
豊
か
な
人
間
性
の
あ
る
女
子
の

育
成
を
期
す
。」
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

　

安
来
高
等
学
校
の
昼
間
定
時
制
課
程
（
家
庭
科
）
で
あ
る
広
瀬
分
校
は
、
全
日
制
課
程
に
通
う
こ
と
が
で
き

な
い
地
域
の
勤
労
青
年
に
後
期
中
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
開
校
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、
生

徒
た
ち
の
出
身
中
学
校
の
教
師
か
ら
は
、
広
瀬
分
校
が
地
域
の
「
学
問
セ
ン
タ
ー
」
と
な
り
、
そ
こ
で
学
び
育

つ
生
徒
に
は
、
旧
態
依
然
た
る
日
常
の
「
生
活
を
改
革
」
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
そ

し
て
広
瀬
分
校
自
身
が
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、「
一
般
大
衆
の
指
導
啓
発
」
を
担
い
、
地
域
に
お
け

る
「
封
建
制
の
打
破
、
家
庭
の
民
主
化
、
町
民
の
知
的
水
準
の
向
上
を
期
」
し
、
ま
た
生
徒
に
お
け
る
「
理
解

と
実
践
の
一
致
」
を
図
る
と
と
も
に
、「
徳
性
を
高
め
豊
か
な
人
間
性
の
あ
る
女
子
の
育
成
を
期
」
し
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。

三
　
全
日
制
課
程
へ
の
移
行
、
閉
校

　

表
3
を
見
れ
ば
認
識
で
き
る
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
度
か
ら
八
五
年
度
ま
で
の
時
期
に
定
時
制
課
程
で
学
ぶ

高
校
生
の
割
合
は
減
少
し
続
け
、
特
に
女
子
高
校
生
の
割
合
は
、
一
時
的
に
上
昇
し
て
は
い
る
が
、
全
体
と
し
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表
3
　
高
等
学
校
全
日
制
・
定
時
制
別
生
徒
数
の
推
移
（
1950～

1985年
度
、
本
科
の
み
、
別
科
・
専
攻
科
を
除
く
）

1950
1955

1960
1965

1970
1975

1980
1985

全
日
制

男
性

884,570
1,106,241

1,405,610
2,328,611

1,940,186
2,048,914

2,235,576
2,512,462

女
性

622,377
930,726

1,304,505
2,230,148

1,911,787
2,035,805

2,232,026
2,519,668

合
計
1,506,947

2,036,967
2,710,115

4,558,579
3,851,973

4,084,719
4,467,602

5,032,130

定
時
制

男
性

313,112
386,641

346,311
333,811

209,556
133,622

91,561
94,610

女
性

89,168
148,007

169,519
178,087

161,311
108,748

57,176
45,047

合
計

402,280
534,648

515,830
511,898

370,867
242,370

148,737
139,657

全
日
制
+

定
時
制

男
性
1,197,682

1,492,882
1,751,921

2,662,422
2,149,742

2,182,536
2,327,137

2,607,072

女
性

711,545
1,078,733

1,474,024
2,408,235

2,073,098
2,144,553

2,289,202
2,564,715

合
計
1,909,227

2,571,615
3,225,945

5,070,477
4,222,840

4,327,089
4,616,339

5,171,787

高
校
生
（
本
科
）
全

体
に
占
め
る
定
時
制

生
徒
の
割
合

21.1
20.8

16.0
10.1

8.8
5.6

3.2
2.7

女
子
高
校
生
（
本

科
）
全
体
に
占
め
る

定
時
制
女
子
生
徒
の

割
合

56.5
13.7

11.5
 7.4

7.8
5.1

2.5
1.8

文
部
省
『
学
校
基
本
調
査
』
各
年
度
版
に
基
づ
く
。
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表 4　�高等学校進学率学科別生徒数割合の推移（通信制課程を除く、
1950～1985年度）

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985

普通科 65.2 59.8 58.3 59.5 58.5 63.0 68.2 72.1

職業科（専門高校） 34.7 40.1 41.5 40.3 40.7 36.3 31.1 27.1

その他  0.1  0.1  0.2  0.2  0.8  0.7  0.7  0.8

文部省『学校基本調査』各年度版に基づく。その他には理数、体育、音楽、美術、
外国語、国際関係等の学科がある。

て
見
れ
ば
大
き
く
減
少
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
表
1
に
あ
る
通
り
、

分
校
数
も
急
減
し
て
い
る
。

　

ま
た
表
2
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
五
年
度
以
降
は
高
等
学
校
に
進
学
す
る

者
が
多
数
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り（
16
）、

広
瀬
分
校
開
校
か
ら
し
ば
ら
く
の

あ
い
だ
は
、
そ
こ
に
通
う
者
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
恵
ま
れ
た
少
数
者
で

あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
は
そ
う
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で

あ
っ
た（
17
）。
さ
ら
に
表
4
か
ら
は
、
広
瀬
分
校
も
該
当
す
る
職
業
科
で
学
ぶ

生
徒
の
割
合
が
、
七
〇
年
度
を
過
ぎ
る
と
減
少
す
る
こ
と
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
先
駆
け
て
、
一
九
五
八
年
に
島
根
県
教
育
委
員
会

は
「
県
立
高
等
学
校
教
育
刷
新
計
画
」
を
公
表
し
、
高
等
学
校
の
募
集
停

止
や
統
廃
合
を
提
起
し
た
。
そ
し
て
実
際
に
、
島
根
県
内
の
県
立
高
等
学

校
の
い
く
つ
も
の
定
時
制
課
程
や
分
校
が
募
集
停
止
、
統
廃
合
と
な
っ
た

が
、
な
か
に
は
全
日
制
課
程
へ
と
転
換
し
た
定
時
制
課
程
も
あ
り
、
広
瀬

分
校
は
一
九
六
五
年
度
に
全
日
制
課
程
（
家
政
科
）
へ
と
移
行
し
た
定
時

制
課
程
の
一
つ
で
あ
っ
た（
18
）。
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移
行
は
定
時
制
課
程
に
入
学
し
た
最
終
学
年
が
卒
業
す
る
一
九
六
六
年
度
に
完
了
し
た
が
、
こ
の
年
度
の
生

徒
数
は
全
日
制
課
程
と
定
時
制
課
程
を
合
わ
せ
て
一
六
三
人
と
過
去
最
多
と
な
っ
た（
19
）。

広
瀬
町
を
中
心
と
す
る

地
域
で
も
全
日
制
課
程
が
待
望
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

広
瀬
分
校
の
運
営
方
針
と
教
育
目
標
は
、
一
九
六
七
年
度
に
全
日
制
課
程
に
相
応
し
い
も
の
に
再
編
成
さ

れ
、
同
年
度
の
学
校
要
覧
か
ら
い
く
つ
か
を
抜
粋
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る（
20
）。

す
な
わ
ち
、
運
営
方
針
と
し

て
、「
自
主
的
な
活
動
を
尊
重
し
、
近
代
的
な
女
子
青
年
を
育
成
す
る
。」、「
地
域
社
会
の
教
育
的
行
事
を
積
極

的
に
支
援
す
る
。」
な
ど
が
示
さ
れ
、
教
育
目
標
と
し
て
、「
学
問
を
愛
好
し
、
真
理
の
探
究
に
情
熱
を
注
が
せ

る
。
科
学
的
態
度
を
も
っ
て
、
高
い
知
性
と
豊
か
な
教
養
を
培
わ
し
め
る
。」、「
職
業
と
責
任
を
重
ん
じ
、
勤

労
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
。
個
性
を
生
か
す
職
業
を
選
択
さ
せ
て
、
そ
れ
に
必
要
な
技
術
を
得
さ
せ
る
。」、「
自

主
性
を
育
成
し
、
近
代
的
母
性
と
な
る
資
質
を
養
わ
せ
る
。」
な
ど
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

方
針
と
目
標
は
、
一
九
八
三
年
度
の
閉
校
ま
で
、
若
干
の
改
訂
は
あ
っ
た
が
維
持
さ
れ
た
。

　

表
3
に
あ
る
一
九
六
〇
・
六
五
・
七
〇
年
度
の
高
等
学
校
生
徒
数
を
見
る
と
認
識
で
き
る
よ
う
に
、

一
九
六
五
年
度
に
大
幅
に
増
加
し
た
生
徒
数
が
一
九
七
〇
年
度
に
は
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
島
根
県
の
市
部

と
郡
部
の
人
口
、
郡
部
の
人
口
割
合
、
広
瀬
分
校
生
徒
の
多
く
が
居
住
す
る
安
来
市
と
能
義
郡
の
人
口
、
そ
し

て
広
瀬
町
の
人
口
と
安
来
市
・
能
義
郡
人
口
合
計
を
示
し
た
表
5
か
ら
は
、
郡
部
の
人
口
・
人
口
割
合
が
減
少

し
続
け
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
。
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こ
う
し
た
人
口
動
態
を
踏
ま
え
、
前
記
し
た

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
の
動
き
を
引
き
継
い
で
、

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
島
根
県
教
育
委
員
会
は
県
立

高
等
学
校
の
再
編
成
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た（
21
）。

こ

の
動
き
に
危
機
感
を
抱
い
た
分
校
が
所
在
す
る
県
内
町

村
で
は
、
町
村
長
や
分
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
が
、

一
九
七
一
年
に
「
全
日
制
定
時
制
高
等
学
校
分
校
の
存

置
に
関
す
る
陳
情
書
」
を
県
知
事
、
県
議
会
議
員
、
県

教
育
長
、
県
教
育
委
員
長
な
ど
に
提
出
し
た
。
陳
情
書

に
は
高
等
学
校
分
校
が
有
し
て
い
る
意
義
と
し
て
、「
分

校
は
恵
ま
れ
な
い
奥
山
間
及
び
漁
村
の
子
弟
教
育
の
場

で
あ
る
こ
と
」、「
分
校
の
存
在
は
農
山
漁
村
の
人
口
流

出
の
防
止
策
と
な
っ
て
い
る
こ
と
」、「
分
校
は
地
域
社

会
で
活
躍
で
き
る
中
堅
者
養
成
の
場
で
あ
る
こ
と
」、

「
分
校
は
農
山
漁
村
女
子
の
教
育
の
場
で
あ
る
こ
と
」
が

記
さ
れ
て
い
た（
22
）。

表 5　�島根県市部・郡部の人口、郡部の人口割合、安来市、能義郡、
広瀬町の人口の推移（1950～1985年）

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985

市部人口 159,978 399,166 425,199 412,904 415,000 428,445 446,443 457,084

郡部人口 752,573 529,900 463,687 408,716 358,575 340,441 338,352 337,545

郡部人口割合 82.5 57.0 52.1 49.7 46.4 44.3 43.1 42.5

安来市人口 31,784 31,330 30,778 30,796 32,004 32,660 33,056

能義郡人口 54,689 23,105 21,613 19,332 17,586 16,796 16,661 16,560

広瀬町人口 4,985 11,897 11,508 10,376 11,317 10,880 10,723 10,590

安来市・能義
郡人口合計 54,689 54,889 52,943 50,110 48,382 48,800 49,321 49,616

『国勢調査』各年度版から作成。なお、市町村合併のために自治体の境界が変動し
ているので、市部、郡部、広瀬町の人口が大幅に増減している場合がある。安来
市は能義郡の一部の町村が1954年に合併して発足した。
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表
5
を
見
る
と
、
安
来
市
・
能
義
郡
人
口
合
計
は
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
広
瀬
分
校
の
生

徒
数
は
長
期
的
に
見
れ
ば
大
き
な
減
少
傾
向
を
示
し
、
一
九
六
五
年
度
の
生
徒
数
一
五
九
人
、
七
〇
年
度

一
二
四
人
、
七
三
年
度
一
一
七
人
、
七
四
年
度
一
〇
三
人
、
七
五
年
度
一
〇
七
人
、
七
六
年
度
一
〇
七
人
、

七
七
年
度
一
一
三
人
、
七
八
年
度
一
〇
四
人
、
七
九
年
度
八
七
人
、
八
〇
年
度
六
四
人
、
八
一
年
度
七
二
人
と

な
っ
て
い
た（
23
）。

一
九
六
六
年
度
の
生
徒
数
が
一
六
三
人
で
過
去
最
多
と
な
っ
た
と
前
記
し
た
が
、
高
等
学
校
進

学
率
が
上
昇
し
（
表
2
）、
高
等
学
校
生
徒
数
自
体
が
一
九
七
〇
年
度
を
過
ぎ
る
と
増
加
に
転
じ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
（
表
3
）、
同
校
の
生
徒
数
が
一
九
六
六
年
度
の
も
の
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

島
根
県
で
は
、
分
校
だ
け
で
な
く
本
校
で
も
生
徒
数
が
減
少
す
る
一
方
で
、
高
等
学
校
進
学
率
（
そ
し
て
大

学
等
現
役
進
学
率
）
が
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と
と
な
っ
た
県
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
一
九
七
八
年
に
県
教
育
委

員
会
委
員
長
が
設
置
し
た
島
根
県
高
等
学
校
再
編
成
に
関
す
る
専
門
委
員
会
が
、
県
教
育
委
員
会
委
員
長
か
ら

諮
問
を
受
け
、
一
九
八
〇
年
に
答
申
「
島
根
県
立
高
等
学
校
の
再
編
成
に
つ
い
て
」
を
提
出
し
た（
24
）。

　

答
申
は
、「
地
域
的
に
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
志
願
者
が
減
少
す
る
地
域
と
、
逆
に
増
加
す
る
地
域
と
が
あ
っ

て
、
そ
の
格
差
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
」
こ
と
を
前
提
に
、
再
編
成
に
関
し
て
考
慮
す
べ
き
点
の

一
つ
と
し
て
、
定
時
制
課
程
は
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、
勤
労
青
少
年
の
学
習
の
場
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
再
編
整
備
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
、
広
瀬
町
長
、
安
来
市
長
、
広
瀬
町
と
同
じ
く
能
義
郡
に
属
す
る
伯
太
町
の
町
長
、
ま
た
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こ
れ
ら
三
自
治
体
市
議
会
・
町
議
会
の
議
長
の
連
名
で
、
地
域
の
産
業
構
造
の
変
動
、
ま
た
社
会
的
要
請
に
応

え
、
生
徒
数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
、
家
政
科
に
加
え
て
他
の
産
業
科
を
加
え
る
こ
と
を
要
望
す
る
陳
情
を
県

知
事
、
県
議
会
、
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
行
っ
た（
25
）。

し
か
し
、
前
記
し
た
よ
う
に
一
九
七
九
年
度
か
ら
生
徒

数
が
九
〇
名
（
こ
の
人
数
が
有
す
る
意
味
に
関
し
て
は
注
23
を
参
照
）
を
下
回
っ
て
い
た
広
瀬
分
校
は
、

一
九
八
二
年
度
か
ら
生
徒
募
集
を
停
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
八
四
年
三
月
三
日
に
は
第
三
三
期
卒
業
式

終
了
後
に
、
閉
校
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
広
瀬
分
校
の
歴
史
に
幕
が
閉
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た（
26
）。

　

閉
校
と
な
っ
た
が
、
全
日
制
課
程
と
し
て
の
広
瀬
分
校
が
目
指
し
て
い
た
も
の
に
関
し
て
言
え
ば
、
女
子
校

の
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、「
近
代
的
母
性
と
な
る
資
質
を
養
わ
せ
る
」
こ
と
を
重
視
す
る
点
に
変
容
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
定
時
制
課
程
で
あ
っ
た
時
期
と
は
異
な
り
、「
一
般
大
衆
の
指
導
啓
発
」
や
「
封
建
制
の
打
破
、

家
庭
の
民
主
化
、
町
民
の
知
的
水
準
の
向
上
」
で
は
な
く
、「
地
域
社
会
の
教
育
的
行
事
を
積
極
的
に
支
援
す

る
」
こ
と
を
照
準
し
て
い
た
。
ま
た
、
勤
労
青
年
が
通
う
学
校
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
、
生
徒
に
「
勤
労
意
欲

を
向
上
さ
せ
」、「
個
性
を
生
か
す
職
業
を
選
択
さ
せ
て
、
そ
れ
に
必
要
な
技
術
を
得
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
指
す

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

第
二
節
　
閉
校
の
際
に
語
ら
れ
た
高
等
学
校
教
育
の
意
味

　

本
節
で
は
、
広
瀬
分
校
が
閉
校
さ
れ
る
時
期
に
、
広
瀬
分
校
や
高
等
学
校
教
育
が
生
徒
や
教
師
、
ま
た
地
域
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の
人
々
や
社
会
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
る
／
有
し
て
い
た
と
語
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
限
ら
れ
た
史

料
に
基
づ
く
こ
と
と
な
る
が
、
広
瀬
分
校
の
旧
教
職
員
と
卒
業
生
の
言
説
か
ら
検
討
し
て
い
く
。
具
体
的
に
言

え
ば
、
広
瀬
分
校
に
関
連
す
る
人
々
の
記
憶
を
共
有
す
る
媒
体
と
も
言
え
る
閉
校
記
念
誌
『
富
田
川
』
の
第

一
〇
章
「
寄
稿
編
―
―
旧
職
員
、
卒
業
生
に
よ
る
思
い
出
の
記
―
―
」（
二
三
七
～
二
七
八
頁
）
に
お
い
て
、

広
瀬
分
校
で
教
え
学
ん
だ
人
々
が
、
同
校
で
の
教
え
や
学
び
、
ま
た
生
活
、
さ
ら
に
同
校
が
有
し
た
自
分
や
地

域
社
会
に
と
っ
て
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
、
閉
校
記
念
誌
に
広
瀬
分
校
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
語
り
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
た

め
、
以
下
に
記
載
す
る
旧
教
職
員
や
卒
業
生
の
語
り
に
は
偏
り
が
あ
り
、
記
載
す
る
も
の
と
は
異
な
っ
た
広
瀬

分
校
像
を
有
し
て
い
る
旧
教
職
員
や
卒
業
生
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
像
を
本
論
文
で
は
検

討
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

　

最
初
に
旧
教
職
員
、
次
に
卒
業
生
が
広
瀬
分
校
、
そ
し
て
そ
こ
で
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
て
語
っ

て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
。
な
お
、
本
節
に
お
け
る
『
富
田
川
』
か
ら
の
引
用
は
、
本
文
中
の
括
弧
内
に
頁
数

を
示
す
。

一
　
旧
教
職
員
の
語
り

　

旧
職
員
に
よ
る
広
瀬
分
校
に
関
す
る
語
り
を
通
読
す
る
と
、
第
一
に
、
小
規
模
学
校
で
あ
る
こ
と
の
意
義
に



二
五
四

言
及
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　

安
来
高
等
学
校
校
長
で
あ
っ
た
熊
谷
正
行
（
一
九
六
八
～
七
〇
年
度
在
職
）
は
、
広
瀬
分
校
に
つ
い
て
「
本

校
と
異
な
り
、
小
規
模
校
の
利
点
で
あ
る
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
漂
う
分
校
の
空
気
」、「
施
設
設
備
の
劣
悪
な
条

件
を
克
服
し
、
教
師
と
生
徒
の
心
の
ふ
れ
あ
い
が
深
く
、
心
の
こ
も
っ
た
素
晴
ら
し
い
全
人
教
育
が
行
わ
れ
て

い
た
」
と
語
っ
て
い
る
（
二
三
九
頁
）。

　

教
諭
で
あ
っ
た
藤
原
行
正
（
一
九
七
三
・
七
四
年
度
在
職
）
は
、
分
校
の
教
育
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
綴
っ

て
い
る
。

分
校
に
は
教
育
設
備
の
不
備
な
ど
恵
ま
れ
な
い
点
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
教
師
と
生
徒
と

の
あ
た
た
か
く
人
間
的
な
心
の
融マ
マ

れ
あ
い
と
四
季
折
々
に
姿
を
変
え
る
周
辺
の
の
ど
か
な
自
然
環
境
が
何

も
の
に
も
代
え
が
た
い
す
ば
ら
し
い
教
育
の
場
を
形
成
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
小
規
模
校
だ
か

ら
こ
そ
な
し
得
た
と
も
考
え
ら
れ
る
訳
で
、
他
の
大
規
模
校
や
、
い
わ
ゆ
る
進
学
校
な
ど
に
於
い
て
は
到

底
で
き
な
い
人
間
形
成
の
場
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）
教
育
と
は
畢
竟
、
人
格
の
形
成
、
よ
り

よ
き
人
間
関
係
の
創
造
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
山
間
の
小
さ
な
町
の
小
さ
な
学
校
こ
そ
、
そ
の
模
範
的
な

場
で
あ
り
、
最
高
の
学
校
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
（
二
六
〇
頁（
27
））。
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第
二
に
、
旧
職
員
の
語
り
に
は
、
分
校
と
地
域
の
か
か
わ
り
を
記
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。

　

主
任
・
主
事
で
あ
っ
た
荒
尾
秀
憲
（
一
九
四
九
～
五
九
年
度
在
職
）
は
、「
私
の
教
育
目
標
は
働
き
な
が
ら

学
ぶ
が
学
校
・
・
で
は
勉
学
を
先
ず
重
点
に
、
次
に
学
ん
だ
知
識
を
家
庭
社
会
に
於
い
て
実
践
し
、
更
に
家
庭
や
職

場
に
出
た
時
は
、
女
ら
し
さ
を
身
に
つ
け
る
。
即
ち
婦
徳
（
礼
儀
作
法
と
言
葉
づ
か
い
）
の
涵
養
の
三
つ
に
置

い
た
」（
二
四
一
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。

　

教
諭
・
主
事
で
あ
っ
た
中
西
博
文
（
一
九
五
八
～
六
一
年
度
在
職
）
は
、「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
言
葉

が
ぴ
っ
た
り
の
定
時
制
高
校
は
、
そ
の
当
時
の
理
想
的
な
人
間
形
成
を
ね
ら
う
こ
と
が
で
き
た
し
、
生
徒
自
身

も
家
庭
も
社
会
も
す
べ
て
そ
の
欲
求
と
期
待
と
が
一
致
を
み
て
い
ま
し
た
」（
二
四
二
頁
）
と
語
っ
た
上
で
、

広
瀬
分
校
の
卒
業
生
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
…
一
家
の
主
婦
と
し
て
立
派
に
家
事
を
遂
行
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
近
隣
郷
党

の
主
柱
と
し
て
、
そ
の
発
展
と
向
上
に
指
導
的
な
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
村
定
時
制
高
校
が
地
域
社

会
に
果
た
し
た
貢
献
は
、
実
に
多
大
な
も
の
が
あ
り
、
戦
後
日
本
の
農
村
を
支
持
し
て
き
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
広
瀬
分
校
は
女
子
教
育
と
い
う
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
し
た
目
標
が
あ
っ

た
の
で
す
。
農
業
と
い
う
職
業
は
、
家
庭
内
と
い
う
限
定
さ
れ
た
作
業
単
位
が
あ
っ
て
、
そ
の
家
庭
を
経

営
す
る
知
識
と
技
術
が
学
べ
る
高
等
学
校
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
（
同
前（
28
））。
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こ
の
よ
う
な
濃
密
な
地
域
と
の
関
係
を
有
す
る
広
瀬
分
校
で
あ
っ
た
が
、
地
域
の
中
学
生
か
ら
選
択
さ
れ
な

く
な
っ
て
い
く
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
閉
校
が
決
ま
っ
た
時
期
に
教
頭
を
務
め
て
い
た
佐
佐
木
光
徳

（
一
九
七
七
～
八
一
年
度
在
職
）
は
、「
そ
の
頃
能
義
郡
に
お
け
る
中
学
生
の
進
路
希
望
は
普
通
科
へ
集
中
し
、

さ
ら
に
松
江
市
、
米
子
市
方
面
の
私
立
高
校
へ
の
希
望
者
も
多
く
、
安
来
高
校
農
業
科
の
閉
科
、
普
通
科
の
学

級
増
を
機
会
に
、
広
瀬
分
校
家
政
科
の
希
望
者
は
年
々
減
少
し
て
い
た
」、「
高
度
成
長
の
激
し
い
流
れ
の
中

で
、
農
村
の
過
疎
化
の
傾
向
は
止マ

どマ

ま
る
こ
と
な
く
進
行
し
、
生
徒
の
減
少
も
亦
や
む
を
得
な
い
現
状
が
分
校

の
廃
止
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
（
二
四
六
頁
）。

　

第
三
に
、
学
園
祭
を
話
題
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い（
29
）。

小
規
模
で
あ
り
、
地
域
社
会
と
の
繋
が
り
が
深
い
広

瀬
分
校
を
象
徴
す
る
教
育
活
動
、
行
事
が
学
園
祭
で
あ
っ
た
。

　

教
諭
で
あ
っ
た
田
中
幸
江
（
一
九
五
九
・
六
〇
年
度
在
職
）
は
、「
一
年
間
の
集
大
成
と
し
て
の
学
園
祭
で

は
、
学
校
を
あ
げ
て
日
の
暮
れ
る
ま
で
そ
れ
こ
そ
一
人
何
役
も
の
活
躍
を
し
て
校
内
外
に
広
瀬
分
校
の
存
在
を

示
し
た
も
の
で
し
た
」、「
小
規
模
な
る
が
故
の
良
さ
も
加
わ
っ
て
一
人
一
人
の
人
間
性
を
信
じ
あ
っ
て
の
教
育

の
一
日
一
日
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
感
慨
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
（
二
四
八

頁
）。

　

教
諭
で
あ
っ
た
中
村
吟
子
（
一
九
六
〇
～
六
六
年
度
在
職
）
は
、
学
園
祭
の
ポ
ス
タ
ー
が
広
瀬
町
役
場
職
員

の
協
力
に
よ
っ
て
大
型
謄
写
機
で
印
刷
さ
れ
て
校
下
の
街
角
に
貼
ら
れ
る
な
ど
、「
地
元
の
物
心
両
面
の
ご
援
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助
が
ど
ん
な
に
大
き
な
力
づ
け
に
な
っ
た
か
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」、「
何
の
行
事
を
す
る
の
に
も
、
必

然
的
に
全
員
参
加
で
あ
り
、
一
人
一
人
の
存
在
が
大
き
く
、
肩
を
は
ず
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
が
、
行
動
に

積
極
性
を
与
え
、
骨
惜
し
み
し
な
い
生
活
態
度
が
校
風
と
な
っ
て
後
輩
に
受
継
が
れ
」
た
、
と
記
し
て
い
る

（
二
五
一
頁
）。

　

教
諭
で
あ
っ
た
上
村
正
（
一
九
七
八
～
八
〇
年
度
在
職
）
は
、「
分
校
の
存
在
は
常
に
影
が
薄
く
、
と
か
く

世
間
の
人
か
ら
も
見
過
さ
れ
て
し
ま
う
存
在
だ
っ
た
」
が
、「
生
徒
諸
君
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
十
分
に
燃
焼
し
て

い
た
」
と
記
し
（
二
六
一
頁
）、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
燃
焼
を
象
徴
す
る
学
園
祭
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

…
…
分
校
を
盛
り
上
げ
て
い
た
活
力
は
、
何
の
行
事
を
す
る
に
も
、
全
校
を
上
げ
て
か
ゝ
ら
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
状
況
自
体
に
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
こ
と
が
最
も
端
的
に
現
れ
た
の
が
、
秋
の
学
園
祭
だ
っ
た
。

被
服
の
製
作
、
刺
し
ゅ
う　
　
マ
マ。
手
芸
品
等
の
作
品
づ
く
り
に
追
わ
れ
な
が
ら
、
同
時
に
他
方
で
は
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
り
、
食
堂
の
準
備
と
一
人
何
役
も
の
仕
事
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
出
来
上
が
っ
た
学
園
祭
は
素
晴
ら
し
く
楽
し
い
も
の
だ
っ
た
。
講
堂
に
は
全
校
生
徒
の
歌
声
が
響

き
、
食
堂
は
終
日
人
で
埋マ

りマ

、
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
役
の
生
徒
は
足
を
棒
に
し
て
接
待
に
追
い
ま
く
ら
れ
た

（
同
前
）。
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第
四
の
特
徴
と
し
て
、
前
記
し
た
荒
尾
と
中
西
の
言
葉
も
該
当
す
る
が
、
女
子
校
で
あ
る
広
瀬
分
校
の
女
子

教
育
を
語
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
安
来
高
等
学
校
校
長
で
あ
っ
た
金
山
充
孝

（
一
九
七
六
・
七
七
年
度
在
職
）
は
「
学
科
の
上
か
ら
広
瀬
分
校
は
共
学
の
今
日
で
は
数
少マ

いマ

女
子
の
学
園
で

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
優
し
く
、
し
っ
と
り
と
し
た
良
さ
が
育
ち
、
男
ま
が
い
や
ま
た
非
行
と
い
っ
た

も
の
も
な
く
、
校
舎
の
隅
々
ま
で
手
入
れ
の
ゆ
き
届
い
た
す
っ
き
り
と
し
た
印
象
は
一
人
私
だ
け
の
こ
と
で
は

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」（
二
四
〇
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

　

以
上
で
見
た
よ
う
に
、
旧
教
職
員
に
よ
っ
て
、
広
瀬
分
校
が
小
規
模
で
あ
る
こ
と
の
意
義
、
ま
た
同
校
の
地

域
社
会
と
の
互
恵
的
関
係
が
語
ら
れ
、
こ
の
二
つ
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
学
園
祭
が
話
題
と
さ
れ
、
さ
ら
に

同
校
が
地
域
社
会
を
担
う
女
性
を
育
成
し
て
き
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
彼
ら
／
彼
女
ら
の
教

育
を
受
け
て
き
た
卒
業
生
は
、
広
瀬
分
校
、
そ
し
て
そ
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次

に
こ
の
こ
と
を
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
卒
業
生
の
語
り

　

卒
業
生
の
語
り
で
も
、
広
瀬
分
校
が
小
規
模
な
学
校
で
あ
る
こ
と
の
よ
さ
が
数
多
く
語
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
、
第
一
に
指
摘
で
き
る（
30
）。

　

第
二
期
生
村
上
百
合
子
（
一
九
五
二
年
度
卒
）
は
、「
教
師
と
生
徒
、
生
徒
と
生
徒
の
相
互
の
ほ
の
ぼ
の
と
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し
た
暖
か
い
血
の
通
い
合
っ
た
人
間
関
係
は
、
誇
る
べ
き
豊
か
な
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ
た
事
を

確
信
し
て
い
る
」、「
自
分
さ
え
や
る
気
が
あ
り
自
分
な
り
に
最
大
に
努
力
を
す
れ
ば
主
体
性
を
も
っ
て
十
分
に

力
を
発
揮
す
る
事
も
出
来
る
し
、
承
認
も
得
ら
れ
、
自
信
を
つ
け
る
の
に
格
好
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
」
と
広

瀬
分
校
で
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
い
る
（
二
六
二
頁
）。

　

第
一
一
期
生
松
本
や
よ
え
（
一
九
六
一
年
度
卒
）
は
、「
社
会
に
出
て
ま
も
な
く
言
葉
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、

あ
る
時
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
陥
り
、
幾
多
の
困
難
に
出
会
っ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
分
校
で
、
良
き
先
生
、
良

き
友
達
に
囲
ま
れ
て
、
自
由
で
家
庭
的
で
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
中
で
、
の
ん
び
り

学
び
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
送
っ
た
在
学
中
を
想
い
出
す
と
不
思
議
と
心
の
安
ら
ぎ
が
あ
り
ま
し
た
」（
二
六
七

頁
）、
と
広
瀬
分
校
で
の
経
験
が
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
綴
っ
て
い
る
。

　

分
校
と
い
う
名
称
に
「
多
少
抵
抗
を
感
じ
な
が
ら
」
も
、「
母
子
家
庭
故
に
、
経
済
的
余
裕
が
な
」
い
た
め
、

「
交
通
費
の
掛
か
ら
な
い
」
広
瀬
分
校
に
入
学
し
た
第
一
七
期
生
斉
藤
万
里
恵
（
一
九
六
七
年
度
卒
）
は
、「
い

ざ
入
学
し
て
見
る
と
小
規
模
な
が
ら
家
庭
的
で
、
醇
朴
で
、
纏
り
の
あ
る
分
校
に
段
々
と
愛
着
を
感
じ
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
幸
い
私
達
の
入
学
す
る
前
か
ら
全
日
制
に
移
行
し
、
開
校
以
来
最
高
の
五
二
名
と
言
う
大
ク
ラ

ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
設
備
等
の
面
で
も
何
不
自
由
な
く
勉
強
出
来
た
事
を
と
て
も
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま

す
」
と
語
っ
て
い
る
（
二
六
八
頁
）。

　

第
二
六
期
生
松
本
和
子
（
一
九
七
六
年
度
卒
）
は
、
広
瀬
分
校
が
自
分
を
変
え
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
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「
家
庭
的
で
、
居
心
地
の
良
い
」（
二
七
二
頁
）
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

生
徒
数
が
少
な
か
っ
た
為
、
生
徒
間
の
友
情
の
和
も
強
く
、
そ
れ
に
何
よ
り
も
良
か
っ
た
こ
と
は
、
家
庭

的
で
血
の
通
っ
た
教
育
を
受
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。（
中
略
）／
中
学
時
代
の
私
は
、
消
極
的
で
今

に
も
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な
存
在
で
し
た
が
、
広
瀬
分
校
に
入
学
し
て
自
分
自
身
に
自
信
が
持
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
先
生
方
は
皆
さ
ん
優
し
く
、
生
徒
数
も
少
な
く
、
こ
じマ
マ

ん
ま
り
と
し
て
い
た
せ
い
も
あ

り
、
自
分
の
思
っ
た
事
も
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
あ
る
程
度
自
分
を
試
し
て
も
み
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
（
二
七
一
頁
）。

　

第
二
八
期
生
安
部
智
布
美
（
一
九
七
八
年
度
卒
）
は
、「
家
政
科
を
苦
手
と
す
る
私
で
し
た
が
、
広
瀬
分
校

で
の
三
年
間
は
実
に
貴
重
な
、
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。
そ
し
て
、
楽
し
い
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
気
持
に
な
れ
た
の
は
や
は
り
、
広
瀬
分
校
自
体
が
醸
し
出
す
、
先
生
方
と
生
徒
の
大
変
家
庭
的
な
独
特
の
雰

囲
気
や
環
境
、
風
紀
等
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
記
し
、
校
内
暴
力
が
話
題
と
な
っ
て
い
る

八
〇
年
代
前
半
の
状
況
に
お
い
て
、「
教
育
の
場
に
必
要
な
の
は
こ
の
広
瀬
分
校
の
よ
う
な
、
厳
し
く
て
、
そ

し
て
暖
か
い
人
間
関
係
が
保
た
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
勉
強
に
遅
れ
を
と
っ
た
生
徒
達
は
学
校

を
離
れ
た
が
り
ま
す
。
け
れ
ど
家
庭
科
の
苦
手
だ
っ
た
私
は
、
家
政
科
広
瀬
分
校
を
離
れ
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
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ん
で
し
た
」
と
綴
っ
て
い
る
（
二
七
二
～
二
七
三
頁
）。

　

第
二
に
、
卒
業
生
の
語
り
で
も
学
園
祭
が
言
及
さ
れ
て
い
る（
31
）。

　

第
七
期
生
浜
崎
和
子
（
一
九
五
七
年
度
卒
）
は
、「
今
、
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
学
園
祭
で

す
。
和
、
洋
裁
、
調
理
の
展
示
、
バ
ザ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
人
数
が
少
な
い
の
で
、
一
人
何
役
も
ひ

き
う
け
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
も
の
で
し
た
。
特
に
、
一
〇
周
年
記
念
の
時
に
は
、
劇
「
夕
鶴
」
の
、
与
ひ
ょ

う
の
役
を
さ
せ
て
頂
き
、
本
当
に
熱
演
し
た
も
の
で
し
た
。
本
番
で
は
、
与
ひ
ょ
う
に
な
り
き
っ
て
、
自
然
に

涙
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
程
で
し
た
。
母
も
見
に
来
て
く
れ
、
と
て
も
感
激
し
て
く
れ
た
事
は
、
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
」（
二
六
四
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。

　

第
三
一
期
生
板
垣
美
都
子
（
一
九
八
一
年
度
卒
）
は
、「
家
庭
的
で
、
な
ん
と
い
っ
て
も
先
生
と
生
徒
が
一

体
に
な
っ
て
い
」
た
広
瀬
分
校
の
行
事
で
「
印
象
深
く
残
っ
て
い
る
の
は
学
園
祭
で
す
。
少
な
い
人
数
で
全
部

準
備
し
た
事
や
当
日
の
食
堂
の
忙
し
い
事
、（
中
略
）
そ
れ
ほ
ど
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
と
い
う
事
な
の
で

嬉
し
か
っ
た
の
で
す
」
と
記
し
て
い
る
（
二
七
六
～
二
七
七
頁
）。

　

第
三
に
、
職
業
科
ら
し
い
と
言
え
る
が
、
広
瀬
分
校
で
の
実
用
的
な
学
習
も
語
ら
れ
て
い
る
。

　

第
八
期
生
三
保
利
子
（
一
九
五
八
年
度
卒
）
は
、「
良
く
思
い
出
す
の
は
、
農
繁
期
休
業
が
あ
り
、
家
の
手

伝
い
を
し
た
事
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
私
達
高
校
生
は
、
重
要
な
働
き
手
の
一
人
で
あ
っ
た
。
今
日
い
わ
れ
て
い

る
い
わ
ゆ
る
勤
労
体
験
学
習
を
し
た
事
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
」（
二
六
四



二
六
二

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

第
三
〇
期
生
永
島
登
志
美
（
一
九
八
〇
年
度
卒
）
は
、
調
理
室
で
「
教
え
て
頂
き
、
経
験
で
き
た
事
は
、
女

性
と
し
て
の
土
台
作
り
が
で
き
た
様
に
思
い
ま
す
」、「
こ
ん
な
自
然
の
中
の
木
造
校
舎
で
三
年
間
過
ご
せ
た
私

は
、
幸
せ
者
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
勉
強
に
、
部
活
動
に
、
自
分
を
精
一
杯
没
頭
さ
せ
、
女
性
と
し
て
の
基
礎

の
一
部
を
高
校
生
活
で
体
験
で
き
ま
し
た
」
と
、
広
瀬
分
校
の
家
政
科
と
女
子
教
育
が
有
し
て
い
た
自
分
に

と
っ
て
の
意
味
を
綴
っ
て
い
る
（
二
七
四
～
二
七
五
頁
）。

　

第
四
に
、
数
は
少
な
い
が
、
女
子
教
育
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
永
島
の
も
の
も
該
当
す
る

が
、
第
一
九
期
生
岩
崎
和
子
（
一
九
六
九
年
度
卒
）
は
、「
あ
る
意
味
で
は
特
殊
な
専
門
高
校
で
あ
る
母
校
で

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
花
嫁
修
行
が
出
来
る
と
か
、
家
庭
的
教
育
が
出
来
る
学
校
な
ど
と
言
わ
れ
た
も

の
で
す
」（
二
六
九
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

　

卒
業
生
の
広
瀬
分
校
で
の
教
育
や
学
習
、
生
活
に
関
す
る
語
り
で
は
、
旧
教
職
員
の
も
の
と
同
様
に
、
生
徒

が
一
人
残
ら
ず
存
在
を
承
認
さ
れ
る
小
規
模
で
あ
る
こ
と
の
よ
さ
、
学
園
祭
で
の
経
験
、
女
子
教
育
が
話
題
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
旧
教
職
員
と
は
異
な
り
、
地
域
社
会
と
の
互
恵
的
関
係
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
一
方

で
、
広
瀬
分
校
の
教
育
が
実
用
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
綴
っ
て
い
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

で
き
る
。
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第
三
節
　
広
瀬
分
校
に
関
す
る
言
説
と
行
政
文
書
の
言
説
の
乖
離

　

前
節
で
概
観
し
た
旧
教
職
員
と
卒
業
生
の
広
瀬
分
校
の
教
育
、
学
習
、
生
活
な
ど
に
関
す
る
言
説
に
お
い
て

数
多
く
語
ら
れ
て
い
た
の
が
、
同
校
が
小
規
模
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
有
し
て
い
た
意
義
、
ま
た
地
域
社
会
に

と
っ
て
も
大
き
な
イ
ヴ
ェ
ン
ト
な
っ
て
い
た
学
園
祭
の
盛
り
上
が
り
で
あ
っ
た
。

　

後
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
人
ひ
と
り
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
行
事
と
し
て
語
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
語
り
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
校
が
小
規
模
学
校
で
あ
る
ゆ
え
に
主
体
的
に
取
り
組
ま
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
小
規
模
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
広
瀬
分
校
の
教
育
、
学
習
、
生
活
を
形
成

す
る
、
こ
の
上
な
く
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
と
認
識
で
き
る
。

　

な
お
、
広
瀬
分
校
の
旧
教
職
員
や
卒
業
生
が
自
身
に
と
っ
て
意
義
深
い
も
の
と
し
て
語
っ
て
い
た
の
は
小
規

模
学
校
で
あ
り
、
小
規
模
学
級
で
は
な
い
。
前
者
と
は
異
な
り
、
後
者
は
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
傾

向
が
あ
り
、
そ
れ
を
支
持
す
る
研
究
成
果
も
多
い（
32
）。

一
方
、
財
政
負
担
や
投
資
効
率
の
観
点
か
ら
、
小
規
模
学

校
は
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
論
じ
ら
れ
、
事
実
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
代
半
ば
以
降
に
は
、
過
疎

地
の
小
規
模
学
校
の
統
廃
合
が
加
速
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
全
国
都
道
府
県
教
育
長
協
議
会
第
一
部
会
の
報
告
書（
33
）に

基
づ
い
て
、
小
規
模
な
高
等
学
校
を
三
学

年
合
計
で
九
学
級
以
下
と
定
義
す
る
と
、
表
6
を
見
れ
ば
認
識
で
き
る
よ
う
に
、
統
廃
合
に
よ
っ
て
全
高
校
数

は
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
〇
年
代
半
ば
以
降
に
小
規
模
学
校
が
増
加
し
、
現
在



二
六
四

で
は
公
立
高
等
学
校
全
日
制
課
程
の
五
分
の
一
強
は
小
規
模
学
校
と
な
っ
て

い
る
。
統
廃
合
以
上
に
少
子
化
や
社
会
移
動
が
加
速
し
て
い
る
結
果
、
統
廃

合
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
学
校
が
新
た
に
小
規
模
学
校
と
な
っ
た
り
、
統
廃
合

の
対
象
で
は
な
か
っ
た
学
校
が
小
規
模
学
校
と
な
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
高
等
学
校
に
お
い
て
割
合
や
数
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
小
規
模
学
校
は
肯
定
的
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
小
規
模
学
校
が
評
価
さ
れ
な
い
要
因
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る

の
か
を
探
る
た
め
に
、
義
務
教
育
段
階
の
学
校
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
が
、

敗
戦
後
に
お
け
る
学
校
統
廃
合
史
第
四
期
の
端
緒
の
一
つ
と
な
っ
た
前
掲
文

部
科
学
省
「
公
立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る

手
引
」（
以
下
、「
手
引
」
と
記
す
）
で
、
小
規
模
学
校
が
ど
の
よ
う
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
よ
う
。「
手
引
」
の
第
四
章
「
小
規
模
校
を
存
続

さ
せ
る
場
合
の
教
育
の
充
実
」（
三
三
～
三
八
頁
）
に
、
小
規
模
学
校
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、「
少
人
数
を
生
か
し
た
指
導
の
充
実
」、「
特
色
あ
る
カ

表 6　�高等学校数に占める小規模学校（ 0 ～ 9 学級）の割合の推移
（公立全日制）

2000 2005 2010 2015 2020 2025

高等学校数 3,979 3,912 3,602 3,435 3,369 3,258

小規模学校数 628 822 684 631 691 727

小規模学校の割合 15.8％ 21.0％ 19.0％ 18.4％ 20.5％ 22.3％

『学校基本調査』各年度版から作成。 0学級とは休校中等の学校である。
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リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
等
」
に
関
連
す
る
諸
事
象
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、「
一
人
一
人
の
学
習

状
況
や
学
習
内
容
の
定
着
状
況
を
的
確
に
把
握
で
き
、
補
充
指
導
や
個
別
指
導
を
含
め
た
き
め
細
か
な
指
導
が

行
い
や
す
い
」、「
意
見
や
感
想
を
発
表
で
き
る
機
会
が
多
く
な
る
」、「
様
々
な
活
動
に
お
い
て
、
一
人
一
人
が

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
機
会
が
多
く
な
る
」、「
異
年
齢
の
学
習
活
動
を
組
み
や
す
い
、
体
験
的
な
学
習
や
校
外
学

習
を
機
動
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
」、「
地
域
の
協
力
が
得
ら
れ
や
す
い
た
め
、
郷
土
の
教
育
資
源
を
最
大
限

に
生
か
し
た
教
育
活
動
が
展
開
し
や
す
い
」
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
関
し
て
は
、「
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
体
験
的
・
問
題
解
決
的
な
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
特
別
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編

成
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。（
中
略
）
小
・
中
・
高
を
通
じ
た
特
色
化
を
図
る
こ
と
は
地
域
の
魅
力
づ
く

り
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
い
っ
た
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

広
瀬
分
校
の
旧
教
職
員
や
卒
業
生
は
、
小
規
模
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
義
、
地
域
と
の
互
恵
的
関
係
、
一

人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
か
か
わ
っ
た
学
園
祭
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
重
複
す
る
点
が
提
示
さ

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、「
社
会
性
の
涵
養
、
多
様
な
考
え
に
触
れ
る
機
会
」
が
乏
し
い
こ
と
、「
切
磋
琢
磨

す
る
環
境
を
作
り
に
く
い
」
た
め
、「
適
度
な
競
い
合
い
の
気
持
ち
や
向
上
心
を
育
む
」
の
が
難
し
い
こ
と
、

教
職
員
が
少
な
い
こ
と
、「
児
童
生
徒
が
共
同
で
用
い
る
教
材
教
具
等
の
整
備
に
課
題
が
あ
る
場
合
も
見
ら
れ
」

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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デ
メ
リ
ッ
ト
は
他
の
箇
所
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
手
引
」
の
第
二
章
「
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
つ
い
て
」（
六
～
一
七
頁
）
で
は
、
学
級
数
が
少
な
く
な
る
と
「
ク
ラ
ス
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る
教
育

活
動
が
で
き
な
い
」、「
運
動
会
・
文
化
祭
・
遠
足
・
修
学
旅
行
等
の
集
団
活
動
・
行
事
の
教
育
効
果
が
下
が

る
」、「
男
女
比
の
偏
り
が
生
じ
や
す
い
」、「
児
童
生
徒
か
ら
多
様
な
発
言
が
引
き
出
し
に
く
く
、
授
業
展
開
に

制
約
が
生
じ
る
」、「
教
員
と
児
童
生
徒
と
の
心
理
的
な
距
離
が
近
く
な
り
す
ぎ
る
」
な
ど
の
事
項
が
学
校
運
営

上
の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
組
織
に
関
し
て
も
、「
教
職
員
一
人
当
た
り
の
校
務
負
担

や
行
事
に
関
わ
る
負
担
が
重
く
、
校
内
研
修
の
時
間
が
十
分
確
保
で
き
な
い
」、「
教
員
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る

環
境
を
作
り
に
く
く
、
指
導
技
術
の
相
互
伝
達
が
な
さ
れ
に
く
い
（
学
年
会
や
教
科
会
等
が
成
立
し
な
い
）」

と
い
っ
た
事
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
手
引
」
は
既
述
の
第
四
章
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
っ
て
い
る
小
規
模
学
校
を
存
続
さ

せ
る
場
合
に
言
及
し
、
そ
の
際
に
は
「
小
規
模
学
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
最
小
化
し
、
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
す
る

方
策
を
計
画
的
に
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
大
規
模
学
校
を
存
続
さ
せ
る
場

合
の
教
育
の
充
実
」
と
い
う
章
が
存
在
し
な
い

・
・
・
こ
と
か
ら
も
認
識
で
き
る
が
、
基
本
的
に
は
「
手
引
」
は
適
正

規
模
（
小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
一
二
学
級
以
上
一
八
学
級
以
下
）
に
向
け
た
（
過
）
大
規
模
学
校
の
分
化
・

解
消
で
は
な
く
、
小
規
模
学
校
の
統
廃
合
に
照
準
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
小
規
模
学
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
数
多

く
記
さ
れ
て
い
る
。
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「
手
引
」
に
記
さ
れ
て
い
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
言
え
ば
、
広
瀬
分
校
の
旧
教
職
員
や
卒
業
生
の
語
り
を

踏
ま
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
小
規
模
学
校
で
あ
る
ゆ
え
に
行
事
の
「
教
育
効
果
が
下
が
る
」
と
は
言
え
な
い
し
、

男
女
比
の
偏
り
に
関
し
て
、
広
瀬
分
校
は
女
子
校
で
あ
っ
た
が
、
一
〇
学
級
以
上
の
共
学
の
高
等
学
校
で
あ
っ

て
も
、
全
日
制
課
程
の
文
科
系
と
理
科
系
で
、
あ
る
い
は
職
業
科
の
各
専
門
学
科
で
男
女
比
に
大
き
な
偏
り
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
「
児
童
生
徒
か
ら
多
様
な
発
言
」
が
出
な
い
と
し
て
も
、
教
師
が
児
童

生
徒
に
別
の
視
角
を
提
示
し
た
り
、
発
問
を
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
で
対
応
し
得
る
し
、
そ
も
そ
も
規
模
の
大

小
で
多
様
な
発
言
が
生
ま
れ
る
か
ど
う
か
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
の
は
単
純
な
考
え
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
関
す
る
記
述
で
目
立
つ
文
言
に
「
切
磋
琢
磨
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
山
本

由
美
は
、「
教
育
学
的
根
拠
の
な
い
「
教
育
的
俗
語
」
で
、
検
証
も
定
義
も
な
く
今
回
の
「
手マ

マ

引
き
」
で
初
め

て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
す（
34
）」
と
述
べ
、「
し
か
し
「
切
磋
琢
磨
」
が
教
育
的
俗
説
で
あ
っ
て
も
、
教
育
行
政
が

「
宣
伝
」
に
使
う
と
親
の
分
断
に
有
効
に
機
能
し
ま
す（
35
）」

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
広
瀬
分
校
の
旧
教
職
員
や
卒
業
生
の
語
り
と
「
手
引
」
を
照
合
す
る
と
、「
手
引
」
で
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
な
か
に
は
、
旧
教
職
員
や
卒
業
生
は
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
な
い

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
「
手
引
」
に
は
「
教
育
的
俗
語
」
で
小
規
模
学
校
を
難
じ
て
い
る

面
も
あ
る
と
言
え
る
。

　

小
規
模
学
校
に
つ
い
て
語
る
当
事
者
の
言
説
と
行
政
文
書
の
そ
れ
が
乖
離
し
て
い
る
状
況
で
、
後
者
の
言
説
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が
信
憑
さ
れ
る
背
景
の
一
つ
に
、
教
育
学
研
究
が
当
事
者
の
言
説
を
十
分
に
組
み
込
ん
で
小
規
模
学
校
の
教
育

的
意
義
を
論
じ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
意
義
を
十
分
に
論
じ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
財
政
的
事
情
か
ら
小
規
模
学
校
の
統
廃
合
を
促
進
す
る
事
態
を
転
換
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
小
規
模
学
校
が
有
す
る
教
育
的
意
義
を
理
論
化
す
る
こ
と
で
、
財
政
負
担
を
重
視

し
て
統
廃
合
を
推
進
し
て
い
い
の
か
と
、
議
論
に
関
与
す
る
地
方
議
会
議
員
、
行
政
関
係
者
、
産
業
関
係
者
、

住
民
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
と
い
っ
た
人
々
に
熟
慮
を
促
す
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
小
規
模
学
校
の
意
義
を
、
教
育
学
的
に
論
じ
る
視
角
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と

し
て
注
目
に
値
す
る
の
が
、
榎
景
子
が
著
書
の
補
章
で
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る（
36
）、

教
育
哲
学
者
ケ
ネ
ス
・
ス
ト

ラ
イ
クK

enneth Strike
がSm

all Schools and Strong C
om

m
unities: A

 T
hird W

ay of School R
eform

, 

T
eacher  College  Press,  2010.

で
展
開
し
た
ス
モ
ー
ル
・
ス
ク
ー
ル
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。

　

ス
ト
ラ
イ
ク
が
論
じ
て
い
る
の
は
、
農
村
に
見
ら
れ
る
「
場
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
形
成
す
る
小
規
模
学

校
で
は
な
く
、
都
市
に
見
ら
れ
る
「
目
的
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
形
成
す
る
小
規
模
学
校
で
あ
る
こ
と
に
注
意

を
要
す
る（
37
）。
し
か
し
、
ス
ト
ラ
イ
ク
の
議
論
は
、
大
規
模
で
は
な
い
学
校
が
有
し
得
る
教
育
（
学
）
的
な
意
味

を
理
論
化
す
る
た
め
の
足
場
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ス
ト
ラ
イ
ク
が
学
校
教
育
の
問
題
と
し
て
指
摘
す
る
の
が
子
ど
も
の
疎
外alienation

と
学
び
か
ら
の
離
脱

disengagem
ent

で
あ
り
、
そ
れ
は
大
人
（
教
師
）
が
教
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
に
、
子
ど
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も
が
あ
ま
り
興
味
が
な
い
こ
と
に
関
係
す
る
と
述
べ
て
い
る（

38
）。
こ
の
疎
外
や
離
脱
へ
の
対
処
と
し
て
、
子
ど
も

の
興
味
の
あ
る
も
の
を
探
究
さ
せ
る
こ
と
で
解
決
す
る
と
い
う
立
場
、
あ
る
い
は
大
人
が
よ
い
と
考
え
て
い
る

こ
と
を
学
ぶ
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
子
ど
も
に
与
え
る
こ
と
で
解
決
す
る
と
い
う
立
場
が
あ
る
が
、
ス
ト

ラ
イ
ク
は
子
ど
も
の
欲
求
は
社
会
的
な
産
物
で
あ
り
、
所
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で

あ
る
ゆ
え
に
、
大
人
（
教
師
）
が
提
供
す
る
教
育
を
、
子
ど
も
が
大
人
（
教
師
）
と
共
有
す
る
、
賞
賛
に
値
す

る
目
標
や
価
値
の
表
現
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
大

人
（
教
師
）
が
問
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る（
39
）。
そ
し
て
そ
の
問
題
の
設
定
と

探
究
に
取
り
組
む
必
要
条
件
と
な
る
の
が
、
学
校
の
規
模
が
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う（
40
）。

　

ス
ト
ラ
イ
ク
に
よ
れ
ば
、
ス
モ
ー
ル
・
ス
ク
ー
ル
は
、
規
模
が
小
さ
い
ゆ
え
に
す
べ
て
の
人
が
す
べ
て
の
人

を
相
互
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
官
僚
的
で
は
な
い
、
自
律
的
で
柔
軟
性
を
有
す
る
合
議
的

な
組
織
を
形
成
し
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
標
準
的
な
公
立
学
校
と

は
異
な
る
特
有
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
の
規
模
は

大
き
な
も
の
よ
り
も
小
さ
な
も
の
の
方
が
よ
い
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
構
想
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、

同
じ
よ
う
な
規
模
の
学
校
で
あ
っ
て
も
、
組
織
運
営
の
在
り
方
、
人
間
関
係
の
在
り
方
が
変
容
す
る
と
言
え

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ス
ト
ラ
イ
ク
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
想
す
る
の
か
と
い
う
点
が
、
規

模
が
小
さ
な
学
校
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
最
初
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
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し
て
い
る（

41
）。

　

榎
は
ス
ト
ラ
イ
ク
の
議
論
を
、「
規
模
が
自
動
的
に
諸
関
係
や
活
動
を
産
む
か
の
よ
う
に
論
じ
る
わ
が
国
の

適
正
規
模
論
に
理
論
的
再
検
討
を
迫
る
も
の
で
あ
る（
42
）」

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
ス
ト
ラ

イ
ク
の
議
論
を
補
助
線
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
瀬
分
校
の
旧
教
職
員
や
卒
業
生
の
語
り
の
よ
う
に
、
小
規

模
学
校
を
肯
定
的
に
論
じ
る
言
説
が
、
規
模
の
小
さ
さ
に
加
え
て
、
ど
の
よ
う
な
教
育
に
関
す
る
価
値
や
目

標
、
そ
し
て
そ
し
て
そ
れ
ら
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
と
相
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
を

記
述
す
る
こ
と
を
、
教
育
史
や
そ
れ
以
外
の
教
育
諸
学
の
研
究
課
題
の
一
つ
と
し
て
設
定
し
得
る
。
そ
し
て
そ

れ
を
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
財
政
負
担
を
重
視
し
、
主
と
し
て
規
模
を
基
準
と
し
て
統
廃
合
か
存
続
か

と
い
う
論
点
に
収
斂
す
る
傾
向
の
あ
る
、
小
規
模
学
校
の
統
廃
合
に
関
す
る
議
論
に
対
し
て
、
現
在
の
よ
う
な

統
廃
合
を
促
進
す
る
た
め
の
根
拠
と
は
異
な
る
、
教
育
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
小
規
模
学
校
像
を
提
示
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に
―
―
今
後
の
課
題
―
―

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
学
校
の
統
廃
合
問
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
学
校

（
教
育
）
が
児
童
生
徒
や
人
々
、
ま
た
（
地
域
）
社
会
に
と
っ
て
有
し
て
い
る
意
味
を
論
じ
る
契
機
と
な
る
。

本
論
文
で
は
、
島
根
県
立
安
来
高
等
学
校
広
瀬
分
校
が
閉
校
さ
れ
た
際
に
旧
職
員
や
卒
業
生
が
、
そ
の
学
校
で
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の
教
育
や
学
習
、
生
活
な
ど
を
想
起
し
て
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
て
語
っ
て
い
た
の
か
を
記
述
す
る
と
と
も

に
、
統
廃
合
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
行
政
文
書
に
お
い
て
小
規
模
学
校
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
か

を
検
討
し
、
両
者
の
言
説
の
あ
い
だ
に
は
乖
離
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

こ
の
乖
離
は
、
日
本
現
代
教
育
史
研
究
の
主
流
を
占
め
て
い
る
教
育
制
度
史
研
究
、
教
育
政
策
史
研
究
、
教

育
思
想
史
研
究
、
教
育
運
動
史
研
究
が
、
あ
る
い
は
他
の
教
育
諸
学
が
人
々
に
よ
っ
て
生
き
ら
れ
た
小
規
模
学

校
の
歴
史
や
意
味
を
、
研
究
対
象
と
し
て
十
分
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
ゆ
え
に
存
在
す
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
が
、
必
ず
し
も
小
規
模
学
校
だ
け
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
事
象
を
、
小
規
模
学

校
が
子
ど
も
の
教
育
の
場
と
し
て
相
応
し
く
な
い
根
拠
と
し
て
論
じ
る
こ
と
を
、
行
政
文
書
に
許
容
す
る
事
態

を
招
来
し
、
結
果
的
に
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の
疎
外
な
ど
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
小
規
模
学
校
の
統
廃
合

を
促
進
さ
せ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

本
論
文
で
は
、
小
規
模
学
校
の
統
廃
合
に
関
す
る
議
論
に
対
し
て
、
日
本
現
代
教
育
史
研
究
に
基
づ
く
教
育

学
的
根
拠
を
提
供
し
て
い
く
た
め
の
端
緒
と
し
て
、
広
瀬
分
校
閉
校
の
際
に
旧
教
職
員
や
卒
業
生
、
ま
た
近
隣

の
中
学
校
教
師
、
所
在
す
る
自
治
体
の
長
な
ど
の
語
り
を
掲
載
し
、
人
々
や
地
域
社
会
に
と
っ
て
の
同
校
の
意

味
を
記
憶
化
し
よ
う
と
し
た
閉
校
記
念
誌
を
中
心
的
な
史
料
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
が
記
述
さ
れ
て
い
る

の
か
を
分
析
し
た
。
一
分
校
の
閉
校
と
い
う
限
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
が
、
そ
の
分
析
を
通
じ
て
、
行
政
文
書
で

は
否
定
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
小
規
模
学
校
で
あ
る
こ
と
の
積
極
的
意
義
が
、
旧
教
職
員
や
卒
業
生
な
ど
に
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よ
っ
て
数
多
く
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

　

た
だ
し
、
小
規
模
学
校
で
あ
れ
ば
、
数
多
く
の
（
旧
）
教
職
員
や
児
童
生
徒
、
卒
業
生
な
ど
に
肯
定
的
に
語

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
教
育
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
価
値
や
目
標
を
設
定
し
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
構
想

し
、
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ケ
ネ
ス
・
ス
ト

ラ
イ
ク
の
「
ス
モ
ー
ル
・
ス
ク
ー
ル
」
に
関
す
る
議
論
を
参
照
し
な
が
ら
指
摘
し
た
。
規
模
だ
け
で
な
く
、
教

育
の
質
に
も
照
準
す
る
問
い
を
探
究
し
な
け
れ
ば
、
学
校
の
規
模
が
特
定
の
教
育
に
か
か
わ
る
諸
関
係
や
諸
活

動
を
産
出
す
る
と
い
う
「
適
正
規
模
論
」
を
問
い
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
探
究
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
現
代
教
育
史
研
究
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
に
関
連
す
る
事
象
を
教
育
の
制
度
や
政
策
、
思

想
、
運
動
を
中
心
に
記
述
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
軸
と
し
て
叙
述
す
る
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、

一
九
七
〇
・
八
〇
年
代
に
お
け
る
学
校
統
廃
合
に
関
し
て
は
、
財
政
負
担
と
教
育
機
会
の
公
平
性
の
ど
ち
ら
を

優
先
す
る
の
か
、
小
規
模
学
校
・
学
級
で
多
様
な
人
間
関
係
の
育
成
が
で
き
る
の
か
、
学
力
向
上
に
競
争
が
必

要
な
の
か
と
い
っ
た
争
点
を
巡
る
、
国
家
・
地
方
自
治
体
・
教
育
委
員
会
と
保
護
者
・
教
師
と
の
対
立
を
中
心

に
叙
述
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
対
立
図
式
に
収
ま
り
切
ら
な
い
学
校
統
廃
合
に
対
す
る
絶
望
、

失
望
、
落
胆
、
葛
藤
、
あ
る
い
は
夢
、
理
想
、
希
望
、
期
待
と
い
っ
た
人
々
の
思
い
は
、
教
育
史
の
記
述
に
お

い
て
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
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本
論
文
は
、
広
瀬
分
校
閉
校
に
関
連
す
る
人
々
の
言
説
を
分
析
し
、
人
々
の
学
校
（
教
育
）
に
対
す
る
思
い

を
描
出
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
人
々
に
よ
っ
て
生
き
ら
れ
た
学
校
教
育
史
を
検
討
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
作
業
は
、
教
育
に
関
す
る
制
度
・
政
策
・
思
想
・
運
動
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
学
校
教
育
の
世
界

を
、
人
々
が
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
生
き
、
論
じ
た
の
か
を
記
述
す
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
と
し
て
従
来
の
日

本
現
代
教
育
史
の
蓄
積
を
、
そ
の
歴
史
を
生
き
た
人
々
の
経
験
に
よ
っ
て
検
証
す
る
取
り
組
み
と
な
り
得
る
。

他
の
学
校
の
閉
校
を
事
例
と
し
、
日
本
現
代
に
お
い
て
学
校
教
育
が
人
々
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
生
き
ら
れ
た

の
か
を
分
析
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

・�

本
論
文
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP20K

02439

、JP20K
02544

及
び
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
（
二
〇
二
四
～

二
五
年
度
）
を
活
用
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
1
）　

以
上
の
時
期
区
分
は
、
若
林
敬
子
「
学
校
統
廃
合
と
人
口
問
題
」『
教
育
社
会
学
研
究
』
第
八
三
集
（
二
〇
〇
八
年
、

二
七
～
四
二
頁
）
に
基
づ
く
。

（
2
）　

山
本
由
美
「
学
校
統
廃
合
の
新
局
面
と
教
育
論
を
無
視
し
た
そ
の
問
題
性
」
自
治
体
問
題
研
究
所
編
『
住
民
と
自
治
』

第
七
〇
六
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
九
～
二
三
頁
。

（
3
）　

広
瀬
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
広
瀬
町
史
』
上
巻
（
一
九
六
八
年
）・
下
巻
（
一
九
六
九
年
）
と
『
富
田
川
』
に
よ
れ
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ば
、
同
校
は
一
九
二
四
年
に
女
子
部
を
設
置
し
、
一
九
三
三
年
に
広
瀬
町
立
実
業
公
民
学
校
に
改
称
さ
れ
、
一
九
三
五
年

に
は
同
年
に
公
布
さ
れ
た
青
年
学
校
令
に
基
づ
い
て
開
校
さ
れ
た
広
瀬
町
青
年
学
校
に
吸
収
さ
れ
、
一
九
三
七
年
に
は
青

年
学
校
に
実
科
女
学
校
が
併
置
さ
れ
た
。
同
校
は
一
九
四
四
年
に
廃
校
と
な
り
、
一
旦
は
広
瀬
町
立
実
業
補
習
学
校
に
端

を
発
す
る
学
校
の
系
譜
は
途
絶
え
る
が
、
敗
戦
後
の
一
九
四
六
年
に
広
瀬
町
立
実
科
女
学
校
が
青
年
学
校
令
に
よ
る
学
校

と
し
て
、
広
瀬
町
国
民
学
校
（
一
九
四
七
年
に
広
瀬
町
立
広
瀬
小
学
校
と
な
る
）
に
併
設
さ
れ
、
こ
の
学
校
が
広
瀬
分
校

の
前
身
と
な
っ
た
（『
広
瀬
町
史
』
上
巻
、
三
五
九
～
三
六
一
頁
、
同
下
巻
、
七
〇
～
七
一
頁
、『
富
田
川
』
二
八
頁
）。

（
4
）　

島
根
県
で
は
、
分
校
を
設
置
し
た
町
村
に
対
し
て
、
人
件
費
は
県
が
支
出
す
る
が
、
施
設
、
設
備
、
備
品
は
地
元
が

負
担
す
る
も
の
と
し
た
。
こ
の
地
元
負
担
が
、
分
校
の
運
営
を
困
難
な
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
（『
富
田
川
』

三
三
頁
）。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
六
二
～
六
七
年
度
に
安
来
高
等
学
校
校
長
で
あ
っ
た
藤
原
治
も
著
書
『
あ
る
高
校
教
師

の
戦
後
史
』（
岩
波
新
書
、
一
九
七
四
年
）
で
指
摘
し
て
い
る
（
一
三
二
頁
）。

（
5
）　

文
部
省
学
校
教
育
局
「
新
学
校
制
度
実
施
準
備
の
案
内
」
一
九
四
七
年
、
二
六
～
二
七
頁
。

（
6
）　

文
部
省
学
校
教
育
局
「
新
制
高
等
学
校
実
施
の
手
引
」
一
九
四
七
年
、
四
三
～
五
二
頁
。

（
7
）　

分
校
が
出
て
く
る
の
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
一
七
条
「
小
学
校
に
お
い
て
は
、
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、

分
校
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
／
前
項
の
分
校
を
設
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
設
置
者
は
、
地
方
長
官
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
だ
け
で
あ
る
。

（
8
）　
「
新
制
高
等
学
校
実
施
の
手
引
」
四
八
～
四
九
頁
。

（
9
）　

新
制
学
校
は
当
初
、
教
科
以
外
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
教
育
課
程
で
は
な
く
教
科
課
程
と
い
う
用

語
が
使
わ
れ
て
い
た
。
学
習
指
導
要
領
に
即
し
て
言
え
ば
、
一
九
四
七
年
の
学
習
指
導
要
領
（
試
案
）
で
は
教
科
課
程
が

用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
教
科
以
外
の
教
育
も
行
う
こ
と
と
し
た
一
九
五
一
年
の
学
習
指
導
要
領
（
試
案
）
で
は
教
育
課
程

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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（
10
）　

最
終
的
に
卒
業
し
た
の
は
二
名
で
あ
っ
た
。
島
根
県
立
安
来
高
等
学
校
広
瀬
分
校
開
校
三
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員

会
編
『
島
根
県
立
安
来
高
等
学
校
広
瀬
分
校
開
校
三
十
周
年
記
念
誌　

三
十
年
の
歩
み
』（
一
九
七
九
年
、
以
下
で
は

『
三
十
年
の
歩
み
』
と
略
す
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
思
い
出
の
記
」（
七
～
三
八
頁
）
の
な
か
で
、
第
二
期
生
の
村
上
百

合
子
（
一
九
五
二
年
度
卒
）
が
入
学
者
数
と
卒
業
生
数
の
乖
離
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

そ
の
当
時
は
ま
だ
女
性
は
手
に
仕
事
（
洋
裁
、
和
裁
、
調
理
）
を
つ
け
、
家
庭
に
お
さ
ま
る
事
を
望
む
人
も
多
く
、

そ
の
点
に
お
い
て
我
が
校
は
、
最
適
な
場
と
し
て
、
入
学
時
の
人
数
は
ず
い
分
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
目
的
が
そ
こ

に
あ
る
多
く
の
人
は
、
一
年
、
二
年
で
ほ
と
ん
ど
や
め
、
卒
業
は
二
の
次
で
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
義
務
教
育
以

上
に
四
年
間
も
、
し
か
も
女
の
子
が
学
校
を
出
る
事
は
色
々
な
悪
条
件
の
中
で
、
戦
後
の
激
動
期
に
あ
っ
て
は
、
た

や
す
く
望
め
る
事
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
一
〇
頁
）。

（
11
）　

広
瀬
町
長
永
井
清
志
「
祝
辞
」
広
瀬
分
校
文
芸
部
誌
『
あ
け
ぼ
の
』
創
刊
号
、
一
九
四
九
年
（『
富
田
川
』
三
三
頁
）。

な
お
、
祝
辞
で
は
「
現
在
女
子
だ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
に
男
子
の
入
学
を
許
可
し
、
男
女
共
学
に
す
る
方
針
で

あ
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
共
学
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
12
）　

文
部
省
『
学
校
基
本
調
査
』
に
よ
れ
ば
、
女
性
の
高
等
学
校
進
学
率
（
通
信
制
を
除
く
）
が
初
め
て
五
〇
％
を
超
え

た
の
は
一
九
五
八
年
度
の
こ
と
で
あ
り
、
以
降
は
五
〇
％
を
上
回
り
続
け
て
い
る
。

（
13
）　
『
富
田
川
』
三
六
頁

（
14
）　

同
前
、
四
二
頁
。

（
15
）　

同
、
六
一
～
六
二
頁
。

（
16
）　

表
2
に
は
な
い
が
、『
学
校
基
本
調
査
』
に
よ
れ
ば
、
高
等
学
校
へ
の
進
学
率
が
五
〇
％
を
超
え
る
の
は
、
実
際
に
は
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一
九
五
四
年
度
で
あ
る
。

（
17
）　

六
〇
年
代
に
入
る
と
、
広
瀬
分
校
も
該
当
す
る
、
島
根
県
の
農
山
間
地
域
の
定
時
制
課
程
を
巡
る
状
況
が
大
き
く
変

化
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
島
根
県
高
等
学
校
定
通
教
育
振
興
会
30
周
年
記
念
誌
刊
行
委
員
会
編
『
島
根
の

定
通
教
育
―
―
そ
の
30
年
の
歩
み
―
―
』（
一
九
八
五
年
）
は
、
一
九
六
〇
～
七
二
年
を
定
通
教
育
の
変
動
期
と
位
置
づ

け
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
「
高
度
経
済
成
長
期
で
高
校
進
学
率
は
い
っ
そ
う
高
ま
る
が
、
経
済
的
余
裕
も
で
き
、
全
日
制

志
向
が
強
ま
り
、
定
時
制
は
全
日
制
と
競
合
す
る
型マ

マ

と
な
り
逆
に
衰
退
化
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
」
と
記
す
と
と
も
に
、

島
根
県
に
お
け
る
定
時
制
課
程
の
特
徴
と
し
て
、「
高
度
経
済
成
長
政
策
に
よ
り
都
市
部
で
は
勤
労
青
少
年
を
集
め
定
時

制
教
育
も
振
興
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
本
県
は
過
疎
化
が
急
速
に
進
み
、
農
山
間
地
域
の
分
校
定
時
制
を
必
要
と
し
て

い
た
層
は
都
市
に
流
出
し
、
残
っ
た
層
は
定
時
制
よ
り
は
全
日
制
を
求
め
る
よ
う
に
な
」
っ
た
事
態
が
進
行
し
た
点
を
指

摘
し
て
い
る
（
一
六
頁
）。

（
18
）　

広
瀬
分
校
で
は
、「（
昭
和
）
三
六
年
度
に
は
四
年
の
授
業
は
第
一
学
期
で
打
ち
切
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
実
質
的
に

は
全
日
制
に
近
い
学
校
運
営
が
行
わ
れ
て
い
た
。
生
徒
の
保
護
者
の
大
多
数
は
、
当
然
、
全
日
制
へ
の
移
行
を
望
ん
で
い

た
」（『
富
田
川
』
六
〇
頁
、
括
弧
内
引
用
者
）
と
い
う
。
な
お
、
全
日
制
課
程
に
移
行
し
た
際
に
、
前
年
度
（
一
九
六
四

年
度
）
入
学
者
か
ら
新
し
い
教
育
課
程
を
実
施
し
た
。

（
19
）　

同
前
、
七
三
頁
。

（
20
）　

同
、
七
七
頁
。

（
21
）　

同
、
八
六
頁
。

（
22
）　

同
、
八
七
～
八
八
頁
。
前
掲
『
あ
る
高
校
教
師
の
戦
後
史
』
に
は
、
校
長
の
立
場
か
ら
見
た
、
こ
の
時
期
の
安
来
高

等
学
校
、
広
瀬
分
校
、
母
里
分
校
（
一
九
四
八
年
に
定
時
制
課
程
農
業
科
と
し
て
設
置
さ
れ
、
五
〇
年
度
に
家
庭
科
も
設

置
し
、
さ
ら
に
六
五
年
度
に
は
広
瀬
分
校
と
同
時
に
全
日
制
課
程
へ
と
移
行
し
た
安
来
高
等
学
校
の
も
う
一
つ
の
分
校
で
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あ
り
、
七
四
年
三
月
に
閉
校
）
を
巡
る
地
域
政
治
の
力
学
、
教
育
行
政
の
要
請
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
（
一
三
二
～

一
四
一
頁
）。

（
23
）　
『
富
田
川
』
九
一
・
九
五
頁
。
な
お
、
一
九
七
三
年
に
提
出
さ
れ
た
島
根
県
高
等
学
校
再
編
成
対
策
審
議
会
答
申
は
、

次
の
二
つ
の
条
件
を
同
時
に
満
た
す
場
合
、
分
校
の
生
徒
募
集
停
止
や
最
寄
り
の
他
校
へ
の
統
合
を
検
討
す
る
と
し
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
分
校
の
在
籍
生
徒
数
が
九
〇
名
に
満
た
ず
、
将
来
的
に
生
徒
数
増
加
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ

と
、
第
二
に
通
学
の
た
め
の
交
通
機
関
が
利
用
可
能
、
あ
る
い
は
最
寄
り
の
高
等
学
校
に
寄
宿
舎
が
整
備
さ
れ
、
相
当
の

収
容
能
力
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
（
島
根
県
教
育
委
員
会
編
『
教
育
広
報
』
第
八
五
七
号
、
一
九
八
〇
年
、

四
六
頁
）。

	

　

広
瀬
分
校
の
募
集
停
止
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
議
会
第
二
九
四
回
定
例
県
議
会
（
一
九
八
一
年
一
二
月
七
～
一
八
日
）

で
森
山
金
一
議
員
が
代
表
質
問
に
お
い
て
、
地
元
で
強
い
不
満
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
言
及
し
な
が
ら
募
集
停
止
の
基
準
に

つ
い
て
質
問
し
、
県
教
育
委
員
会
委
員
長
水
津
卓
夫
が
、
広
瀬
分
校
は
前
記
し
た
一
九
七
三
年
答
申
の
基
準
に
該
当
す
る

た
め
募
集
停
止
を
決
定
し
た
と
答
弁
し
て
い
る
（
島
根
県
議
会
編
『
第
二
百
九
十
四
回
島
根
県
議
会
会
議
録
』
一
九
八
一

年
、
一
九
・
三
〇
～
三
一
頁
）。

（
24
）　
『
教
育
広
報
』
第
八
五
七
号
、
三
九
～
四
七
頁
。

（
25
）　
『
富
田
川
』
一
〇
五
～
一
〇
六
頁
。

（
26
）　
『
山
陰
中
央
新
報
』
一
九
八
四
年
三
月
四
日
付
紙
面
で
は
、「
36
年
の
校
史
閉
じ
る　

安
来
高
広
瀬
分
校
／
名
残
惜
し

み
最
後
の
卒
業
式
」
と
い
う
記
事
が
写
真
付
で
掲
載
さ
れ
、
同
校
の
歴
史
、
卒
業
式
や
閉
校
記
念
式
の
様
子
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
（
一
四
面
）。
な
お
、
広
瀬
分
校
の
生
徒
募
集
停
止
は
一
九
八
一
年
一
一
月
に
決
定
さ
れ
た
が
、
広
瀬
町
議
会
は

そ
れ
に
反
対
し
、
同
月
に
国
民
体
育
大
会
会
場
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）
の
返
上
を
決
議
し
て
い
る
。
広
瀬
町
長
は
新
設
高
校

の
建
設
に
尽
力
す
る
の
で
、
会
場
返
上
決
議
を
回
避
し
て
も
ら
い
た
い
旨
を
議
会
に
要
請
し
、
議
会
は
こ
れ
を
受
け
容



二
七
八

れ
、
結
局
は
会
場
返
上
は
回
避
さ
れ
た
。
町
長
が
言
及
し
た
新
設
高
校
は
、
島
根
県
立
情
報
科
学
高
等
学
校
（
情
報
科
学

と
情
報
処
理
の
二
つ
の
学
科
を
有
す
る
）
と
し
て
一
九
八
七
年
一
月
一
日
付
で
発
足
し
、
八
七
年
度
か
ら
授
業
を
開
始
し

た
。
家
政
科
で
も
な
く
、
女
子
校
で
も
な
い
高
等
学
校
が
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
27
）　

教
諭
で
あ
っ
た
丹
羽
純
夫
（
一
九
七
二
～
七
九
年
度
在
職
）
は
、
分
校
が
小
規
模
で
あ
る
こ
と
が
「
広
瀬
瀬
分
校
の

教
育
に
得
が
た
い
価
値
を
加
え
て
い
た
」（『
富
田
川
』
二
五
八
頁
）
と
記
し
て
い
る
が
、「
得
が
た
い
価
値
」
の
具
体
的

な
内
容
を
述
べ
て
い
な
い
。
藤
原
が
綴
っ
て
い
る
文
章
は
そ
の
価
値
の
一
端
を
語
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
28
）　

中
西
は
「
広
瀬
分
校
が
定
時
制
高
校
と
し
て
、
そ
の
十
分
な
目
的
を
果
た
し
得
た
の
は
、
開
設
当
初
の
こ
と
に
過
ぎ

ま
せ
ん
」（
同
前
、
二
四
三
頁
）
と
も
記
し
て
い
る
。

（
29
）　

前
掲
『
三
十
年
の
歩
み
』
の
「
思
い
出
の
記
」
に
も
、
学
園
祭
に
言
及
し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
主
事
で
あ
っ

た
横
木
俊
之
（
一
九
六
二
～
六
六
年
度
在
職
）
は
、「
一
番
の
圧
巻
は
学
園
祭
で
あ
っ
た
。
他
校
で
は
だ
ん
だ
ん
す
た
れ

て
行
く
傾
向
で
あ
る
の
に
。
準
備
期
間
と
後
片
付
け
を
含
め
て
十
日
間
は
、
文
字
通
り
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
の
大
騒
動
で
あ
っ

た
。
当
日
は
、
安
来
能
義
さ
て
は
松
江
あ
た
り
か
ら
の
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
婦
人
客
を
主
体
と
し
て
中
小
幼
か
ら
の
少

年
少
女
幼
児
ま
で
。
こ
の
日
は
広
瀬
へ
出
か
け
て
、
家
に
は
猫
が
留
守
番
と
い
っ
て
も
よ
い
」（
二
〇
頁
）
と
盛
況
ぶ
り

を
語
っ
て
い
る
。

　

	　

教
諭
で
あ
っ
た
田
中
淑
美
（
一
九
六
七
～
七
五
年
度
在
職
）
は
、「
一
ヶ
月
も
前
か
ら
日
夜
ふ
ん
と
う
し
準
備
し
、
沢

山
の
お
客
様
に
来
校
戴
き
感
激
し
た
学
園
祭
」（
二
四
頁
）
と
盛
況
ぶ
り
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
横
木
が
在
職
し
た
時
期

よ
り
も
、
準
備
期
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
教
諭
と
し
て
の
在
職
期
間
が
田
中
と
同
じ
だ
っ
た
木
村

幸
枝
も
「
学
校
の
最
大
行
事
で
あ
る
学
園
祭
」、「
学
園
祭
は
地
元
の
大
き
な
期
待
と
協
力
の
頂
け
る
事
が
毎
年
完
璧
を
つ

く
す
心
を
強
め
た
こ
と
で
す
」
と
、
学
園
祭
と
地
域
社
会
の
繋
が
り
を
記
し
て
い
る
（
二
八
頁
）。

（
30
）　

こ
の
点
は
、『
三
十
年
の
歩
み
』
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。
第
一
二
期
生
小
林
稔
子
（
一
九
六
二
年
度
卒
）
は
、「
広
瀬



二
七
九

一九八〇年代における高等学校閉校から見る小規模学校の意味

分
校
の
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
校
風
は
、
先
生
と
生
徒
の
間
で
も
同
じ
で
あ
り
、
卒
業
す
る
ま
で
私
に
は
本
当
に
居
心

地
の
良
い
学
校
で
あ
り
ま
し
た
」（
二
二
頁
）
と
、
第
二
七
期
生
柴
田
智
代
美
（
一
九
七
七
年
度
卒
）
は
、「
行
事
な
ど
は

必
ず
生
徒
総
動
員
で
行
い
、
先
生
に
は
生
徒
一
人
一
人
の
名
前
も
、
愛
称
ま
で
も
覚
え
て
も
ら
っ
て
お
り
、
一
人
で
も
欠

け
る
と
出
来
な
く
な
る
」、「「
私
の
出
た
学
校
は
小
規
模
な
が
ら
、
み
ん
な
の
ま
と
ま
り
が
い
い
か
ら
、
大
き
な
こ
と
が

出
来
る
の
で
す
。」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
た
」（
三
六
～
三
七
頁
）
と
綴
っ
て
い
る
。

（
31
）　

こ
の
点
も
、『
三
十
年
の
歩
み
』
で
語
ら
れ
て
い
る
。
第
四
期
生
鴨
木
幾
世
（
一
九
五
四
年
度
卒
）
は
、「
学
園
祭
が

間
近
く
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
展
示
品
の
総
仕
上
げ
、
生
花
、
音
楽
会
の
練
習
等
、
夕
方
暗
く
な
る
ま
で
皆
一
生
懸
命
で

し
た
。
少
人
数
で
よ
く
あ
れ
だ
け
の
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
」（
一
五
頁
）
と
、
第
七
期
生
伊
藤
玲
子
（
一
九
五
七
年

度
卒
）
は
、「
四
年
生
の
時
、
開
校
十
周
年
記
念
が
行
わ
れ
、
学
園
祭
は
例
年
以
上
に
盛
大
で
あ
っ
た
。
洋
・
和
裁
、
手

芸
、
食
物
、
生
花
、
ホ
ー
ム
プ
ロ
ゼ
ク
ト
の
展
示
、
音
楽
会
、
バ
ザ
ー
、
茶
席
と
多
彩
で
、
百
名
足
ら
ず
の
学
生
で
一
人

何
役
も
や
っ
て
の
け
た
」（
同
前
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
32
）　

も
っ
と
も
著
名
な
も
の
が
、
ア
メ
リ
カ
合
州
国
の
テ
ネ
シ
ー
州
で
一
九
八
五
～
八
九
年
に
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
第
三

学
年
ま
で
の
四
年
間
の
縦
断
的
な
調
査
を
実
施
し
、
教
師
一
人
が
一
三
～
一
七
人
の
子
ど
も
を
担
当
す
る
小
規
模
学
級
の

子
ど
も
た
ち
の
学
力
が
、
教
師
一
人
が
二
二
～
二
七
人
の
子
ど
も
を
担
当
す
る
通
常
規
模
学
級
、
教
師
一
人
と
常
勤
の
指

導
助
手
が
二
二
～
二
七
人
の
子
ど
も
を
担
当
す
る
通
常
規
模
学
級
の
子
ど
も
た
ち
よ
り
も
高
い
こ
と
を
示
し
た
ス
タ
ー

（Student T
eacher A

chievem
ent Ratio

）
計
画
で
あ
る
。

　

	　

日
本
に
つ
い
て
言
え
ば
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
平
成
二
五
～
二
六
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
少
人
数
指
導
・
少
人

数
学
級
の
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
」
調
査
研
究
報
告
書
「
学
級
規
模
が
児
童
生
徒
の
学
力
に
与
え
る
影
響
と
そ
の
過

程
」（
研
究
代
表
者
、
大
杉
昭
英
、
二
〇
一
五
年
）
が
、
学
級
規
模
と
学
力
な
ど
の
相
関
に
つ
い
て
小
学
校
を
対
象
と
し

て
、
学
級
規
模
と
学
級
内
の
人
間
関
係
な
ど
の
相
関
に
つ
い
て
中
学
校
を
対
象
と
し
て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
報



二
八
〇

告
書
は
、
小
学
校
の
低
学
年
に
関
し
て
、
習
熟
度
別
学
習
と
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
も
、
一
人
当
た
り
の
教
師
に
対

す
る
子
ど
も
の
数
を
小
さ
く
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
よ
り
も
小
規
模
学
級
の
方
が
学
力
調
査
の
得
点
が
高
い
こ
と
を
示
す
と

と
も
に
、
小
規
模
学
級
に
学
年
の
多
学
級
数
化
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
高
学
年
で
も
学
力
の
底
上
げ
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
33
）　

全
国
都
道
府
県
教
育
長
協
議
会
第
一
部
会
『
小
規
模
高
等
学
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
に
つ
い
て
』
全
国
都
道
府
県
教

育
委
員
会
連
合
会
、
二
〇
二
四
年
。

（
34
）　

山
本
由
美
「
増
加
す
る
学
校
統
廃
合
と
小
中
一
貫
教
育
」
山
本
由
美
・
平
岡
和
久
編
著
『
学
校
統
廃
合
を
超
え
て

―
―
持
続
可
能
な
学
校
と
地
域
づ
く
り
―
―
』
自
治
体
研
究
社
、
二
〇
二
二
年
、
三
二
頁
。

（
35
）　

同
前
、
三
五
頁
。

（
36
）　

榎
景
子
「
補
章　

学
校
再
編
手
法
と
し
て
の
「
ス
モ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
」
の
理
論
的
展
望
―
―
Ｋ
．
ス
ト
ラ
イ
ク
に
よ

る
新
た
な
提
起
を
素
材
と
し
て
―
―
」『
現
代
ア
メ
リ
カ
学
校
再
編
政
策
と
「
地
域
再
生
」―
―
学
校
統
廃
合
か
、
地
域
と

教
育
の
刷
新
か
―
―
』
学
文
社
、
二
〇
二
〇
年
、
五
〇
～
七
五
頁
。

（
37
）　K

enneth Strike, Sm
all Schools and Strong C

om
m

unities: A
 T

hird W
ay of School R

eform
, T
eacher Col-

lege Press, 2010, pp. 10-11.

（
38
）　ibid., pp. 2-3.
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）　ibid., p. 41.

（
40
）　ibid., pp. 96-97. 
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）　ibid.

（
42
）　

榎
、
前
掲
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文
、
七
一
頁
。


